
「
破
棄
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
」と
大
統
領

て
い
る
。 

　

伯
国
で
は
、
ド
イ
ツ
や
韓

国
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
全
国

民
を
対
象
と
し
た
検
査
は
行

わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
際
の

感
染
者
数
や
死
者
数
は
公
式

発
表
よ
り
ず
っ
と
多
い
可
能

性
が
あ
る
。 

　

伯
国
の
総
人
口
は
２
億
人

を
超
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
に
行
わ
れ
た
コ
ロ
ナ
感
染

検
査
の
件
数
は
４
８
万
件

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

１
４
万
５
千
件
は
ま
だ
結
果

が
出
て
い
な
い
。 

　

１
２
日
の
時
点
で
も
、
既

に
亡
く
な
り
、「
死
因
が
コ
ロ

ナ
だ
っ
た
か
調
査
中
」
の
人

が
２
０
５
０
人
い
た
。 

　

こ
う
し
た
人
々
の
死
因
が

判
明
す
る
と
、
統
計
数
値
は

減
少
す
る
。
だ
が
、
そ
の
間

に
も
死
因
を
特
定
で
き
な
い

死
者
が
増
え
る
た
め
、「
死
因

調
査
中
」
の
数
値
は
一
向
に

減
ら
な
い
。 

　

伯
国
内
の
医
師
や
科
学
者

た
ち
の
独
自
調
査
で
は
、
７

日
現
在
の
国
内
の
感
染
者

総
数
は
１
６
０
万
人
だ
っ

た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
７
日

　

１
２
日
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
連
邦
警
察
で
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
前
法
相
の
辞
任
の
原
因
と
も
な
っ
た
４
月
２
２
日

の
閣
議
の
録
画
閲
覧
が
行
わ
れ
た
が
、「
大
統
領
が
『
家
族
や
友
人
を
守
る
た
め
に
連
警
ト
ッ
プ
を
替
え
よ
う
と
し

た
』
と
語
っ
た
」
な
ど
、
大
統
領
に
か
な
り
不
利
な
証
言
が
報
じ
ら
れ
た
。
最
高
裁
で
は
ビ
デ
オ
公
開
へ
の
準
備

も
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
閣
議
に
参
加
し
た
３
人
の
軍
人
閣
僚
の
証
言
が
微
妙
に
食
い
違
い
、
大
統
領
の
連
警

干
渉
を
匂
わ
せ
る
証
言
も
飛
び
出
し
て
い
る
。
１
２
、１
３
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
２
日
に
一
部
の
関
係
者

限
定
で
公
開
さ
れ
た
４
月

２
２
日
の
閣
議
の
ビ
デ
オ

は
、
マ
ス
コ
ミ
が
「
デ
ヴ
ァ
ス

タ
ド
ー
ル
（
壊
滅
的
内
容
）」

と
表
現
す
る
ほ
ど
、
大
統
領

に
不
利
な
内
容
と
判
断
さ
れ

て
い
る
が
、
問
題
は
そ
れ
だ

　

１
２
日
夕
方
、
伯
国
は
こ

れ
ら
の
報
道
で
騒
然
と
な
っ

た
。
ま
た
、
同
日
夜
に
は
、

こ
の
閣
議
に
参
加
し
、
１
２

日
に
事
情
聴
取
を
受
け
た
３

人
の
軍
人
閣
僚
、
ヴ
ァ
ル
テ

ル
・
ブ
ラ
ガ
・
ネ
ッ
ト
官
房

長
官
、
ル
イ
ス
・
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
ラ
モ
ス
大
統
領
府
秘

書
室
長
官
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・

エ
レ
ー
ノ
大
統
領
府
安
全
保

障
室
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）
長
官
の
供

述
も
公
表
さ
れ
た
が
、
各
人

に
食
い
違
い
が
見
ら
れ
た
。 

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ガ
・

ネ
ッ
ト
氏
は
「
大
統
領
は
家

族
の
安
全
を
求
め
た
の
で
あ

り
、
連
警
ト
ッ
プ
を
替
え
る

話
は
し
て
い
な
い
」
と
発
言

し
た
。 

注
目
の
ビ
デ
オ
で
発
言
か

時
点
で
の
保
健
省
発
表
は

１
３
万
５
千
人
だ
っ
た
か
ら
、

そ
の
１
１
・９
倍
だ
。 

　

国
内
の
入
院
者
数
が
ほ
ぼ

１
０
倍
で
あ
る
こ
と
、
重
度

の
呼
吸
器
症
候
群
に
よ
る
死

者
も
例
年
よ
り
１
０
倍
以
上

増
え
て
い
る
こ
と
が
、
感
染

者
や
死
者
が
過
少
報
告
さ
れ

て
い
る
証
拠
だ
と
い
う
。 

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
マ
ラ
シ

オ
健
康
監
視
局
局
長
代
行
は

１
２
日
の
保
健
省
会
見
で
、

同
省
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
こ
れ

ま
で
伯
国
最
初
の
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
と
さ
れ

て
き
た
２
月
２
６
日
よ
り
前

に
３
９
件
の
感
染
例
が
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
各
州

保
健
局
に
感
染
経
路
な
ど
を

調
査
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

　

ま
た
、
マ
イ
ラ
・
リ
ベ
イ
ロ

労
働
管
理
局
長
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
お
よ

び
死
亡
し
た
医
療
従
事
者
の

調
査
を
開
始
し
、
医
療
従
事

者
の
状
況
を
詳
述
し
た
速
報

を
発
表
す
る
計
画
で
あ
る
と

し
た
。
コ
ロ
ナ
と
は
断
定
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

１
７
万
８
２
０
０
人
を
超
え

た
。
１
２
日
現
在
の
伯
国
の

感
染
者
数
は
ド
イ
ツ
を
抜
き
、

世
界
第
７
位
と
な
っ
た
。
６

位
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
差
は
わ
ず

か
で
、
１
３
日
中
に
追
い
越

す
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

　

コ
ロ
ナ
感
染
デ
ー
タ
集
計

で
世
界
的
に
信
頼
度
の
高
い

米
国
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

大
学
の
調
べ
に
よ
る
と
、
世

界
中
で
は
、
１
３
日
午
前
の

時
点
で
、
延
べ
４
２
０
万
人

の
感
染
が
公
式
に
確
認
さ
れ

　
【
既
報
関
連
】
１
２
日
午

後
７
時
現
在
の
保
健
省
の
公

式
発
表
に
よ
る
と
、
同
日
現

在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
は
１
７
万
７
５
８
９

人
、
死
者
は
１
万
２
４
０
０

人
と
な
っ
た
。 

　

死
者
の
数
は
前
日
の
保
健

省
発
表
か
ら
８
８
１
人
増
え

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

災
禍
が
始
ま
っ
て
以
来
、
最

大
の
増
加
数
だ
。 

　

そ
の
後
も
各
州
保
健
局

が
感
染
者
数
、
死
者
数
を

更
新
し
た
の
で
、
感
染
者

数
、
死
者
数
共
に
増
え
続
け
、

１
２
日
夜
半
の
感
染
者
数
は

感
染
実
数
は
１
０
倍
以
上
か

今
年
の
赤
字
は
１
兆
２
千
億
レ
？

医
療
従
事
者
に
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
も

と
認
定
さ
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
は
８
８
４
人
お
り
、
内

２
７
６
人
が
入
院
し
て
い
る
。 

　

１
２
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
と
、
同
局
長

は
、
医
療
従
事
者
を
採
用
す

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ブ
ラ

ジ
ル
、私
を
頼
っ
て
」(B

rasil 
C
o
n
ta C
o
m
ig
o
)

計
画

に
９
３
万
１
千
人
が
登
録

を
済
ま
せ
て
お
り
、
４
３
万

人
以
上
は
、
同
計
画
に
よ

る
支
援
を
必
要
と
す
る
州
や

市
へ
で
働
き
た
い
と
の
意
向

を
表
明
し
て
い
る
と
発
表
し

た
。
同
計
画
に
支
援
を
要

請
し
た
最
初
の
自
治
体
は
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
ウ
ス
市
で
、

３
７
７
人
の
専
門
家
が
派
遣

さ
れ
た
。
同
市
に
派
遣
さ
れ

た
医
療
従
事
者
の
６
％
は
既

に
不
安
や
う
つ
病
に
さ
い
な

ま
さ
れ
て
お
り
、
同
省
が
心

理
的
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
始

め
た
と
い
う
。

保健省健康監視局局長代行
のエドゥアルド・マカリオ氏
(Anderson Riedel/PR)

緊
急
援
助
金
を
受
け
取
る
た
め
に
ロ
テ

リ
カ
前
で
列
を
成
す
人
々
（
リ
オ
市
、

Fernando Frazão/Agência Brasil

） 

軍
人
閣
僚
の
証
言
も
食
い
違
う

基礎的収支

　

だ
が
、
大
統
領
や
家
族
の

警
備
の
管
轄
は
Ｇ
Ｓ
Ｉ
で
、

法
務
省
や
連
警
で
は
な
い
。 

　
エ
レ
ー
ノ
氏
は
「
大
統
領

が
自
分
に
近
い
人
物
を
連
警

に
置
き
た
が
る
の
は
自
然
だ
」

と
し
、「
連
警
に
は
言
及
し
て

い
な
い
」
と
し
た
ブ
ラ
ガ
・

ネ
ッ
ト
氏
の
証
言
と
矛
盾
が

生
じ
た
。
さ
ら
に
、
ラ
モ
ス

氏
は
「
大
統
領
は
、『
状
況

を
良
く
す
る
た
め
な
ら
ど
の

省
庁
に
も
口
を
出
す
』
と
発

言
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。 

　
一
連
の
報
道
後
、
政
界
や

世
論
で
ビ
デ
オ
公
開
を
求
め

る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、
最

高
裁
の
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ

判
事
は
１
２
日
夜
、
検
察
庁
、

Ａ
Ｇ
Ｕ
、
モ
ロ
氏
の
弁
護
士

け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
日
の

閣
議
で
は
、
ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ

ビ
教
育
相
が
「
最
高
裁
判
事

は
全
員
牢
屋
に
行
く
べ
き
だ
」

と
発
言
。ダ
マ
レ
ス
人
権
相
も

「
知
事
や
市
長
は
逮
捕
さ
れ

る
べ
き
よ
」
と
発
言
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。
ダ
マ
レ
ス
氏
は

そ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
報
道
の
後
、「
普
段
の
閣
議

で
は
、
一
体
何
が
話
さ
れ
て
い

る
の
か
」
と
不
安
が
る
も
国

民
か
ら
あ
が
っ
て
い
る
。
ビ
デ

オ
の
内
容
が
全
面
公
開
さ
れ

た
ら
、一
体
何
が
起
き
る
か
。 

　
　
　
　
　

◎  

　
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
検
査
結
果
を
見
せ
る
よ

う
求
め
た
訴
訟
は
、
１
１
日

に
最
高
裁
に
持
ち
込
ま
れ
た

が
、
大
統
領
は
１
２
日
の
夜
、

こ
れ
ま
で
と
一
転
し
て
検
査

結
果
を
届
け
る
こ
と
に
決
め
、

連
邦
総
弁
護
庁
を
通
じ
て
、

３
回
の
検
査
の
結
果
を
届
け

さ
せ
た
。
最
高
裁
で
担
当
と

な
っ
た
リ
カ
ル
ド
・
レ
ヴ
ァ
ン

ド
ウ
ス
キ
ー
判
事
は
、
こ
の

件
で
厳
し
い
姿
勢
を
見
せ
て

い
た
が
、
そ
れ
以
上
に
モ
ロ

氏
が
連
警
へ
の
供
述
で
指
摘

し
て
い
た
４
月
の
閣
議
の
内

容
が
漏
れ
た
こ
と
が
響
い
た

か
。
陽
性
だ
っ
た
ら
今
度
は

ど
う
な
る
？ 

　
　
　
　
　

◎  

　

１
ド
ル
が
５
レ
ア
ル
台
に

乗
っ
た
の
は
３
月
１
６
日
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
も

レ
ア
ル
は
下
が
る
一
方
だ
。

１
２
日
は
モ
ロ
前
法
相
が
指

摘
し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
連

警
介
入
の
証
拠
と
も
い
え
る

閣
議
ビ
デ
オ
で
の
問
題
発
言

が
漏
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
１

ド
ル
５
・８
６
レ
ア
ル
で
取
引

を
終
え
た
上
、
１
３
日
午
前

中
は
５
・
９
０
レ
ア
ル
台
に
。

ま
さ
か
の
６
レ
ア
ル
台
が
近

づ
い
て
き
て
い
る
。

　

経
済
省
経
済
政
策
局
は
１
３
日
、
経
済
予
測
集
「
マ

ク
ロ
経
済
報
告
書
」
を
発
表
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
連
邦
政
府

は
今
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
を
、
マ
イ
ナ

ス
４
・
７
％
と
予
測
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。 

　

経
済
省
は
今
年
１
月
、
今

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
プ
ラ

ス
２
・
４
％
と
予
測
。
世
界

中
で
コ
ロ
ナ
危
機
が
表
面
化

し
始
め
た
３
月
に
は
、
予
測

値
を
プ
ラ
ス
０
・
０
２
％
と

変
更
し
て
い
た
。 

　

マ
イ
ナ
ス
４
・
７
％
と
い

う
数
字
は
、
中
銀
が
国
内
の

金
融
機
関
に
経
済
指
標
を
ど

う
予
測
し
て
い
る
か
調
査
し

た
結
果
を
発
表
す
る
、
週
報

「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
の
数
字
よ

り
低
い
。
フ
ォ
ー
カ
ス
で
も
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
は
下
が
り

続
け
て
お
り
、
１
１
日
に
発

表
さ
れ
た
最
新
版
で
は
マ
イ

ナ
ス
４
・１
１
％
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
１
１
日
は
全
国
工

業
連
盟
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
も
、
今

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
マ
イ

ナ
ス
４
・２
０
％
と
発
表
し
て

い
る
。 

　

経
済
省
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
予
測

値
修
正
に
加
え
、「
お
そ
ら

く
、
今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
マ
イ

ナ
ス
率
は
史
上
最
大
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
経
済
活
動

の
停
滞
や
雇
用
悪
化
、
国
際

状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
５
月

１
３
日
時
点
で
の
経
済
省
と

し
て
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測

は
マ
イ
ナ
ス
４
・
７
％
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
書
面
で
発

表
し
た
。 

　

来
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
予
測
は
、

前
回
３
月
発
表
時
の
プ
ラ
ス

３
・
３
％
か
ら
プ
ラ
ス
３
・

２
％
に
修
正
さ
れ
た
。 

　

広
範
囲
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
・
公
式
イ

ン
フ
レ
率
）
は
、
今
年
が

１
・
７
７
％
、
来
年
が
３
・

３
％
、
全
国
消
費
者
物
価

指
数
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
は
今
年

が
２
・４
５
％
、
来
年
が
３
・

５
０
％
、総
合
物
価
指
数（
Ｉ

Ｇ
Ｐ
―
Ｄ
Ｉ
）
は
今
年
が
プ

ラ
ス
４
・
４
９
％
、
来
年
が

４
％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。  

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と

そ
れ
に
伴
う
経
済
活
動
減

速
を
受
け
た
緊
急
支
援
な

ど
に
よ
り
、
今
年
の
伯
国

の
基
礎
的
収
支
赤
字
額
は
、

１
兆
２
千
億
レ
ア
ル
に
達
す

る
可
能
性
あ
り
と
１
３
日
付

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。 

　

教
育
調
査
研
究
所
（
Ｉ
ｎ

ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
）
所
長
の
マ
ル
コ

ス
・
リ
ス
ボ
ア
氏
ら
が
ま
と

め
た
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
伴

う
財
政
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
」

に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
抑
制
策
に
伴

う
影
響
を
回
避
す
る
た
め
の

国
民
や
企
業
の
支
援
そ
の
他

の
特
別
支
出
は
９
千
万
レ
ア

ル
超
、
基
礎
的
収
支
赤
字
額

は
１
兆
２
千
億
レ
ア
ル
に
達

す
る
見
込
み
だ
と
い
う
。 

　

こ
の
額
は
、
今
年
度
予
算

に
計
上
さ
れ
た
赤
字
額
の
約

１
０
倍
で
、
予
想
通
り
に
な

れ
ば
、
国
債
の
利
子
支
払
い

分
な
ど
も
含
め
た
公
的
負
債

は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

比
で
１
０
０
％
超
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
公
的

負
債
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の

水
準
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
７
６
％
）

に
戻
る
に
は
、
最
低
１
０
年

は
か
か
る
見
込
み
だ
。 

　

今
年
度
予
算
の
基
礎
的
収

支
赤
字
額
は
１
１
５
０
億

レ
ア
ル
だ
が
、
連
邦
政
府

は
既
に
、
今
年
の
赤
字
は

７
１
２
０
億
レ
ア
ル
に
達
す

る
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
。 

　

だ
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
ず
、

低
所
得
世
帯
の
非
正
規
労
働

者
な
ど
を
対
象
と
す
る
緊
急

援
助
金
の
支
給
期
間
延
長
が

検
討
さ
れ
始
め
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
関
連
支
出
は
さ
ら
に

増
額
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 

　

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
特
別

支
出
は
、
緊
急
援
助
金

（
６
０
０
レ
ア
ル
を
３
回
）

の
１
５
０
０
億
レ
ア
ル
や
解

雇
回
避
の
た
め
の
暫
定
令
関

連
支
出
１
４
１
０
億
レ
ア

ル
、
州
や
市
へ
の
特
別
支
援

６
０
０
億
レ
ア
ル
、
地
方
自

治
体
か
ら
の
負
債
返
済
停
止

分
１
５
０
億
レ
ア
ル
そ
の
他

で
、
計
４
２
６
０
億
レ
ア
ル

と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
、
経
済
減
速
に
よ
る
税

収
減
分
１
７
１
０
億
レ
ア
ル

と
予
算
上
の
赤
字
額
を
加
え

た
基
礎
的
収
支
の
赤
字
額
は

は
１
兆
２
１
１
０
億
レ
ア
ル

に
達
す
る
。 

　

一
連
の
数
字
は
今
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
５
％
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
と
想
定
し
て
試
算
し
た

も
の
だ
。
リ
ス
ボ
ア
氏
ら

は
、
来
年
以
降
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

３
％
成
長
し
、
国
債
の
利

子
が
年
２
％
に
落
ち
れ
ば
、

性
が
か
え
っ
て
高
ま
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。 

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

市
長
は
１
２
日
、
隔
離
率
が

改
善
し
な
け
れ
ば
、
都
市
封

鎖
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
を

行
う
事
も
辞
さ
な
い
と
の
意

向
を
表
明
。
こ
の
発
言
は
グ

ロ
ー
ボ
局
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
え
た
も
の
だ
。
同
市
長

は
、
聖
市
は
周
辺
の
自
治
体

か
ら
働
き
に
来
る
人
な
ど
も

多
い
た
め
、
都
市
封
鎖
を
実

行
す
る
時
は
、
周
辺
の
市
と

の
連
携
が
不
可
欠
と
の
考
え

も
示
し
て
い
る
。 

　

聖
市
で
は
、
８
〜
１
０
日

だ
け
で
１
０
３
３
人
の
感
染

が
確
認
さ
れ
た
。
同
市
で

は
ま
だ
、
１
人
の
感
染
者
か

ら
感
染
す
る
人
の
数
が
１

を
下
回
ら
ず
、
感
染
拡
大

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
大
学
の
研
究
に
よ

る
と
、
５
月
１
０
日
ま
で
の

３
０
日
間
の
推
移
か
ら
行
け

ば
、
聖
市
で
は
６
月
末
ま
で

に
５
万
３
５
０
０
人
が
新
た

に
感
染
す
る
見
込
み
だ
と
い

う
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
マ
イ
ナ
ス
４
・７
％
と
予
測

「
史
上
最
大
の
マ
イ
ナ
ス
」と
も

コ
ロ
ナ
対
策
費
だ
け
で
９
千
億
レ

新型コロナ

感
染
１
８
万
超
で
世
界
第
６
位
に

経 済 省

現
状
な
ら
都
市
封
鎖
は
不
可
避

周
辺
の
市
と
の
連
携
が
必
要

聖 市

１２日のボウソナロ大統領
（Marcelo Casal/Agencia Brasil）

　

閲
覧
者
は
携
帯
な
ど
の
持

込
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

１
５
時
５
０
分
、
Ｇ
１
サ
イ

ト
に
そ
の
様
子
を
伝
え
る
最

初
の
報
道
が
流
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
ビ
デ
オ
を
閲
覧

し
た
人
が
、
大
統
領
が
「
自

分
の
家
族
を
守
る
た
め
に
リ

オ
州
の
治
安
部
門
の
長
を
替

え
る
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言

を
し
た
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

に
伝
え
た
と
い
う
。 

　

そ
の
後
も
、
同
様
の
報
道

が
詳
細
と
共
に
流
れ
は
じ
め

た
。
そ
れ
ら
で
は
、
大
統
領

が
「
連
警
が
自
分
の
家
族
を

迫
害
し
て
い
る
」「
家
族
と
友

人
を
守
る
必
要
が
あ
る
」
な

ど
と
発
言
し
た
と
報
じ
ら
れ

た
。
リ
オ
州
連
警
は
大
統
領

の
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
、
次

男
カ
ル
ロ
ス
氏
を
捜
査
中
で
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
一
家
と
の
関
係
が

囁
か
れ
て
い
る
ミ
リ
シ
ア
に

も
捜
査
対
象
に
な
っ
て
い
る

人
物
が
い
る
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
報
道
陣

か
ら
の
質
問
に
、「
あ
の
ビ
デ

オ
は
社
会
通
信
局
が
画
像
を

利
用
し
た
後
、
破
棄
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
。
な
ぜ
残
っ
て
い

た
の
か
」
と
し
、
ビ
デ
オ
を

残
し
て
お
い
た
こ
と
を
悔
や

ん
だ
。 

　
【
既
報
関
連
】
１
１
日
か

ら
聖
市
で
始
ま
っ
た
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
末
尾
番
号

に
よ
る
乗
り
入
れ
規
制
（
ロ

デ
ィ
ー
ジ
オ
）
が
期
待
し
て

い
た
ほ
ど
の
効
果
を
挙
げ
て

い
な
い
と
１
３
日
付
伯
字
紙

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

１
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
ロ

デ
ィ
ー
ジ
オ
は
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
末
尾
番
号
が

奇
数
な
ら
奇
数
の
日
、
偶
数

な
ら
偶
数
の
日
の
乗
り
入
れ

を
、
市
内
全
域
で
終
日
、
規

制
す
る
と
い
う
も
の
だ
。 

　

従
来
以
上
に
厳
し
い
ロ

デ
ィ
ー
ジ
オ
は
、
隔
離
率
を

５
０
％
以
上
に
改
善
し
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
抑
制
す
る
た
め
に
採
ら
れ

た
方
策
だ
が
、
１
１
日
の
隔

離
率
は
４
９
％
、
火
曜
日
は

４
８
・
４
％
で
、
そ
れ
に
先

立
つ
２
週
間
の
平
日
の
隔
離

率
よ
り
は
若
干
高
い
程
度
に

と
ど
ま
っ
た
。 

　

ま
た
、
市
民
や
専
門
家
は

新
た
な
ロ
デ
ィ
ー
ジ
オ
開
始

で
地
下
鉄
や
バ
ス
の
利
用
者

が
増
え
、
感
染
拡
大
の
危
険

に
４
８
時
間
以
内
に
同
ビ
デ

オ
の
公
開
に
つ
い
て
の
意
見
書

を
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

全
面
公
開
か
、
部
分
的
公
開

か
は
意
見
書
を
受
け
取
っ
た

後
に
決
め
ら
れ
る
。

「家族と友人を守りたい」ボウソナロ

（１） ２０２０年第５４８７号  ５月 １４日 （木曜日）

　

モ
ロ
氏
が
「
大
統
領
が
連

警
察
長
官
の
交
代
に
こ
だ
わ

り
、
受
け
入
れ
な
い
場
合
の

解
任
も
示
唆
し
た
」
と
供
述

し
て
い
た
閣
議
の
録
画
は
、

約
２
時
間
に
及
ぶ
も
の
だ
。

会
議
の
模
様
を
収
め
た
ビ
デ

オ
は
１
２
日
朝
、
モ
ロ
氏
や

連
警
、
連
邦
検
察
庁
、
連
邦

総
弁
護
庁
（
Ａ
Ｇ
Ｕ
）
な
ど

一
部
関
係
者
限
定
で
公
開
さ

れ
た
。 

２
０
３
０
年
に
は
公
的
負
債

が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
０
０
％
以
下

に
な
る
と
見
て
い
る
。
だ

が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
そ
れ

以
下
の
場
合
や
利
子
が
４
％

で
止
ま
っ
た
り
す
れ
ば
、
公

的
負
債
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
上

昇
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
と

い
う
。 

７
１
２
０
億
レ
ア
ル

に
な
る
。 

　

さ
ら
に
、
緊
急
援

助
金
の
支
給
を
３
カ

月
延
長
す
る
場
合
の

支
出
増
と
、
月
給

３
千
レ
ア
ル
以
下
の

労
働
者
へ
の
一
時
帰

休
措
置
や
時
短
・
減

給
措
置
適
用
期
間
を

延
長
し
た
場
合
の
補

填
増
額
分
２
０
０
億

レ
ア
ル
を
加
え
る

と
、
赤
字
額
は

８
８
６
０
億
レ
ア
ル

と
な
る
。
最
悪
の
シ

ナ
リ
オ
は
、
感
染
拡

大
が
長
引
い
て
一
時

的
な
措
置
が
全
て
延

長
さ
れ
た
場
合
で
、

こ
の
場
合
の
赤
字
額

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト



　

８
１
年ね

ん

前ま
え

、
１
９
３
９
年ね

ん

４
月が

つ

２
９
日に

ち

に
「
日に

本ほ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

」
と
し
て
落ら

く

成せ
い

式し
き

が
行お

こ
な

わ
れ
た
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う）。

当と
う

時じ

か
ら
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

治ち

療り
ょ
うな

ど
に
尽じ

ん

力り
ょ
くし

て
き
た
由ゆ

い

緒し
ょ

あ
る
日に

っ

系け
い

医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

だ
。
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

は
現げ

ん

在ざ
い

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ブ
ラ
ジ
ル
蔓ま

ん

延え
ん

に
あ
た
り
、
医い

療り
ょ
う

体た
い

制せ
い

を
強

き
ょ
う

化か

し
て
対た

い

処し
ょ

に
万ば

ん

全ぜ
ん

を
期き

し
て

い
る
。
そ
の
詳

し
ょ
う

細さ
い

を
、
辻つ

じ

マ
ル
セ
ロ
院い

ん

長ち
ょ
うと

長は

谷せ

川が
わ

レ
ナ
ト
医い

局き
ょ
く

長ち
ょ
うに

メ
ー
ル
で
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

に
よ
る
入

に
ゅ
う

院い
ん

者し
ゃ

数す
う

の
変へ

ん

化か

に
つ
い
て
質し

つ

問も
ん

し
た

と
こ
ろ
、
１
２
日に

ち

、
こ
の
よ

う
な
返へ

ん

答と
う

が
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

治ち

療り
ょ
うを

強
き
ょ
う

化か

す
る
た
め
に
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

で

は
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

治ち

療り
ょ
う

室し
つ

（
Ｕ
Ｔ
Ｉ
、

日に

本ほ
ん

の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の
ベッ
ド
を

３
０
床し

ょ
うか

ら
３
６
床し

ょ
うに

増ぞ
う

床
し
ょ
う

し
、
人じ

ん

口こ
う

肺は
い

装そ
う

置ち

も
設せ

っ

置ち

し

た
。
１
２
日に

ち

現げ
ん

在ざ
い

で
Ｕ
Ｔ
Ｉ

稼か

働ど
う

率り
つ

は
約や

く

半は
ん

分ぶ
ん

だ
が
、「
そ

の
日ひ

に
よ
っ
て
変へ

ん

動ど
う

が
大お

お

き

い
」
と
の
こ
と
。「
残の

こ

り
一

い
っ
 
し
ょ
う床

に
迫せ

ま
っ
た
日ひ

も
あ
っ
た
」
と
い

う
。

　

そ
の
他ほ

か

、
院い

ん

内な
い

フ
ロ
ア
に
コ

ロ
ナ
患か

ん

者じ
ゃ

用よ
う

の
隔か

く

離り

部べ

屋や

も

増ぞ
う

設せ
つ

し
、
体た

い

制せ
い

を
整と

と
の

え
て
い

る
。

　

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
医い

療り
ょ
う

保ほ

険け
ん

プ

ラ
ザ
ッ
キ
加か

入に
ゅ
う

者し
ゃ

で
は
こ
れ

ま
で
２
０
人に

ん

ほ
ど
が
コ
ロ
ナ

で
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
て
い
る
と
い
う
。

け
て
い
る
と
い
う
。
検け

ん

査さ

で
陽よ

う

性せ
い

反は
ん

応の
う

が
出で

れ
ば
、
医い

者し
ゃ

が

診し
ん

断だ
ん

を
行お

こ
な

う
と
い
う
。

　

石い
し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
うは

「
コ
ロ
ナ

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
う

以い

外が
い

の
疾し

っ

患か
ん

を
も

つ
患か

ん

者じ
ゃ

が
、
今い

ま

ま
で
と
同お

な

じ

よ
う
な
医い

療り
ょ
うを

受う

け
る
こ
と

が
難む

ず
か

し
く
な
っ
て
い
る
現げ

ん

状
じ
ょ
う

を
受う

け
、
通つ

う

常じ
ょ
う

医い

療り
ょ
う

維い

持じ

に
も
努つ

と

め
て
お
り
ま
す
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

て
い

る
。
通つ

う

常じ
ょ
うの

外げ

科か

や
診し

ん

断だ
ん

、

救き
ゅ
う

急き
ゅ
う、

入
に
ゅ
う

院い
ん

、
外が

い

来ら
い

の
維い

持じ

も
し
て
お
り
、
通つ

う

常じ
ょ
うの

医い

療
り
ょ
う

を
受う

け
る
た
め
に
訪お

と
ず

れ
る
人ひ

と

の
数か

ず

は
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
戻も

ど
っ
て
来き

て
い

る
と
い
う
。

　

以い

前ぜ
ん

は
院い

ん

内な
い

感か
ん

染せ
ん

を
警け

い

戒か
い

し
て
「
不ふ

要よ
う

不ふ

急き
ゅ
うの

来ら
い

院い
ん

は

避さ

け
る
よ
う
」
推す

い

奨し
ょ
うし

て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
患か

ん

者じ
ゃ

と
通つ

う

常
じ
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

を
隔へ

だ

て
た
動ど

う

線せ
ん

を
完か

ん

全ぜ
ん

に
実じ

っ

施し

す
る
な
ど
の
院い

ん

内な
い

感か
ん

染せ
ん

対た
い

策さ
く

を
す
る
こ
と
で
、
通つ

う

常じ
ょ
う

医い

療り
ょ
うの

維い

持じ

を
可か

能の
う

に
し

資し

金き
ん

と
し
て
、
土と

地ち

代だ
い

の
支し

払は
ら

い
終お

わ
る
ま
で
、
例れ

い

の
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

を
２
％
か
ら
５
％

へ
引ひ

き
上あ

げ
る
と
言い

い
出だ

し

た
（
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うの

２
％
か
ら
５

％
へ
の
引ひ

き

上あ

げ
は
、
そ
の
後ご

、

元も
と

に
戻も

ど

し
て
い
た
）。

　

こ
れ
に
は
、
組く

み

合あ
い

員い
ん

か
ら

猛も
う

烈れ
つ

な
反は

ん

対た
い

の
声こ

え

が
上あ

が
っ

「
通つ

う

常じ
ょ
う

医い

療り
ょ
う

も
早は

や

め
の
来ら

い

院い
ん

を
」

万ば
ん

全ぜ
ん

の
院い

ん

内な
い

感か
ん

染せ
ん

対た
い

策さ
く

で
対た

い

処し
ょ

た
。
ア
ン
チ
下し

も

元も
と

派は

が
、
そ

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
い
た
。

　

コ
チ
ア
産さ

ん

組く
み

に
は
戦せ

ん

前ぜ
ん

か

ら
下し

も

元も
と

の
や
り
か
た
（
積せ

っ

極
き
ょ
く

拡か
く

大だ
い

策さ
く

、
独ど

く

裁さ
い

な
ど
）
を
好こ

の

ま
ぬ
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
層そ

う

が
存そ

ん

在ざ
い

し

た
。
戦せ

ん

後ご

に
於お

い
て
も
多た

数す
う

残の
こ

っ
て
い
て
、
ア
ン
チ
下し

も

元も
と

派は

と
呼よ

ば
れ
た
。

　

こ
の
土と

地ち

購こ
う

入に
ゅ
うで

は
、
例れ

い

に
よ
っ
て
会か

い

議ぎ

の
席せ

き

上じ
ょ
う、

下し
も

元も
と

が
「
辞や

め
る
！
」
と
席せ

き

を

蹴け

っ
て
上う

わ

着ぎ

を
か
つ
い
で
出で

て

行い

く
と
い
う
一ひ

と

幕ま
く

が
あ
っ
た
。

そ
の
後ご

を
役や

く

員い
ん

や
有ゆ

う

力り
ょ
く

組く
み

合あ
い

員い
ん

が
自じ

宅た
く

ま
で
追お

っ
て
慰い

留
り
ゅ
う

し
た
。
解か

い

決け
つ

は
長な

が

引び

い
た
が
、

結け
っ

局き
ょ
く、

下し
も

元も
と

の
粘ね

ば

り
勝が

ち
と

な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
下し

も

元も
と

は
何な

故ぜ

、

そ
ん
な
必ひ

つ

要よ
う

も
な
い
バ
カ
で

か
い
土と

地ち

を
買か

お
う
と
し
た

の
か
。
こ
れ
も
謎な

ぞ

の
ま
ま
と
な

っ
た
。

　

下し
も

元も
と

は
一い

ち

応お
う

、
長

ち
ょ
う

期き

的て
き

に

見み

て
の
新し

ん

施し

設せ
つ

用よ
う

と
説せ

つ

明め
い

し
て
い
た
と
い
う
。
も
し
そ
う

な
ら
、
そ
の
新し

ん

施し

設せ
つ

が
何な

に

か

を
明め

い

示じ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
が
、そ
れ
は
し
な
か
っ
た
。

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
た
の
は
、
バ

タ
タ
の
入

に
ゅ
う

荷か

量り
ょ
う

増ぞ
う

加か

の
見み

通と
お

し
だ
け
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
増ふ

え
て

も
、
そ
の
保ほ

管か
ん

倉そ
う

庫こ

の
た
め

に
６
万ま

ん

平へ
い

方ほ
う

メ
ー
ト
ル
も
の

土と

地ち

が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
筈は

ず

は
な

い
。
２
年ね

ん

後ご

に
近ち

か

づ
い
た
創そ

う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の

会か
い

場じ
ょ
うに

予よ

定て
い

し
て
い
た
…
と

も
い
う
が
、
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

は
一い

ち

時じ

的て
き

な
も
の
で
あ
り
、
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くを

欠か

く
。
広ひ

ろ

い
土と

地ち

が
必ひ

つ

コロナ対
たい

策
さく

で集
しゅう

中
ちゅう

治
ち

療
りょう

室
しつ

増
ぞう

床
しょう

サンタク
ルス病

びょう

院
い ん

（２７）

左
ひだり

から長
は

谷
せ

川
がわ

レナト医
い

局
きょく

長
ちょう

、辻
つじ

マルセロ病
びょう

院
いん

長
ちょう

、柳
やなぎ

澤
さわ

智
とも

洋
ひろ

渉
しょう

外
がい

担
たん

当
とう

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

　

公
証
人
が
訴
訟
の
遅
れ
の
原
因
の
説
明
を
探
し

て
い
る
あ
い
だ
、
検
事
官
は
カ
ル
ド
ー
ゾ
・
デ
・

メ
ー
ロ
警
察
署
長
の
報
告
書
や
裁
判
の
ど
の
部
門

が
最
適
か
、
１
９
５
０
年
４
月
３
日
に
始
ま
っ
た

ア
デ
マ
ー
ル
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ

検
事
の
訴
訟
、
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
弁
護
士
が
申
請
書
で

述
べ
た
法
令
、
そ
れ
に
彼
自
身
が
問
題
解
決
に
役

立
つ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
た
意
見
書

だ
っ
た
。そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
以
前
の
法
令
へ
の
補
足
が
１
９
５
３
年
１
月

８
日
メ
ー
ロ
・
フ
レ
イ
レ
検
事
官
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
。
国
家
お
よ
び
社
会
を
脅
か
す
犯
罪
に
つ
い

て
は
大
統
領
に
よ
り
新
た
に
承
認
さ
れ
た
補
足
令

で
定
め
ら
れ
た
連
邦
令
１
８
０
２
の
法
令
第
１
５

は
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
政
治
的
、
社

会
的
、
宗
教
的
理
由
で
人
、
あ
る
い
は
不
動
産
に

テ
ロ
行
為
を
行
っ
た
者
は
三
年
の
刑
、
ま
た
、
計

画
的
犯
罪
の
場
合
、
７
年
の
刑
と
す
る
。
フ
レ
イ

レ
検
事
官
に
よ
る
補
足
令
は
同
年
１
月
２
２
日
に

ゴ
ー
メ
ス
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
判
事
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
。
従
っ
て
、
全
て
の
被
告
は
こ
の
現
行
令
に
よ

り
判
決
を
受
け
る
べ
き
だ
」

　

ビ
ア
ン
コ
検
事
の
こ
の
意
見
書
は
明
白
な
根
拠

を
も
と
に
き
ち
ん
と
書
か
れ
て
い
た
。
今
ま
で
臣

道
聯
盟
の
訴
訟
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
者
に
は
最

良
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

検
事
は
１
１
の
章
に
分
け
て
論
説
し
て
い
る
。

１
章
‐
１
９
５
０
年
４
月
１
１
日
、
第
１
裁
判
局

よ
り
そ
の
８
日
前
に
ア
デ
マ
ー
ル
・
フ
レ
イ
ラ
・

デ
・
カ
ル
バ
ー
リ
ョ
判
事
が
提
出
し
た
被
告
人
の

犯
罪
に
つ
い
て
の
報
告
書
。

２
章
‐
マ
リ
オ
・
メ
ー
ロ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
検
事
官

に
よ
っ
て
出
さ
れ
１
９
５
３
年
１
月
２
２
日
に
承

認
さ
れ
た
法
令
へ
の
補
足
。

３
章
‐
８
年
間
に
も
及
ん
だ
訴
訟
の
内
容
の
要
約
。

（
２
３
冊
に
も
及
ぶ
調
書
。
こ
の
中
に
は
第
１
裁

判
局
が
発
行
し
た
何
冊
に
も
及
ぶ
呼
び
出
し
状
の

フ
ァ
イ
ル
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
被
告
の
数
の
多

い
こ
と
、
ま
た
、
多
く
の
被
告
が
転
移
し
転
出
先

を
つ
か
む
の
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
は
認
め
る
。

だ
が
、
呼
び
出
し
状
を
出
す
ま
え
に
被
告
人
の
住

所
を
知
ら
べ
て
お
い
た
ら
、
た
ら
い
ま
わ
し
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
無
駄
な
時
間
を
つ
い
や
し
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
死
亡
者
、
行
方
不
明
者
も

い
て
、
彼
ら
は
証
言
も
、
答
弁
も
で
き
な
か
っ
た
）

４
章
‐
半
田
倉
蔵
氏
の
弁
護
士
を
介
し
て
の
無
罪

判
決

こ
こ
か
ら
ア
ル
セ
ッ
ビ
ー
ア
デ
ス
・
ル
イ
ス
・
ビ

ア
ン
コ
判
事
自
身
の
論
証
が
始
ま
っ
た
。

５
章
‐
現
在
施
行
の
犯
罪
規
定
を
３
項
目
に
分
け

た
。

(253)
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取し
ゅ

材ざ
い

を
し
た
と
こ
ろ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事じ

業ぎ
ょ
う

企き

画か
く

調ち
ょ
う

査さ

員い
ん

の
長は

谷せ

川が
わ

雅ま
さ

之ゆ
き

さ
ん
が
取し

ゅ

材ざ
い

に
応お

う

じ
た
。

　

３
月が

つ

２
０
日か

に
第だ

い

１
陣じ

ん

が

ブ
ラ
ジ
ル
を
出し

ゅ
っ
ぱ
つ発

し
、
２
３

日に
ち

に
は
風か

邪ぜ

気ぎ

味み

の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

９
５
人に

ん

全ぜ
ん

員い
ん

の
一い

ち

時じ

帰き

国こ
く

オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
完か

ん

了り
ょ
うし

た
と

発は
っ

表ぴ
ょ
うし

た
。
１
２
日に

ち

に
電で

ん

話わ

〝
公こ

う

人じ
ん

〟
な
ら
、
職

し
ょ
く

務む

遂す
い

行こ
う

に
必ひ

つ

要よ
う

な
条

じ
ょ
う

件け
ん

を
有ゆ

う

し
て
い

る
事こ

と

を
示し

め

す
義ぎ

務む

も
あ
る
筈は

ず

だ
。

　

１
２
日に

ち

に
は
、「
４
月が

つ

２
２

日に
ち

の
閣か

く

議ぎ

の
録ろ

く

画が

は
破は

棄き

さ

れ
る
べ
き
だ
っ
た
」「
閣か

く

議ぎ

は

も
う
や
ら
な
い
」「
１
３
日に

ち

の

会か
い

合ご
う

は
茶さ

話わ

会か
い

」
と
言い

う
等な

ど

、

〝
公こ

う
じ
ん人

〟
と
し
て
の
良

り
ょ
う

識し
き

や

良り
ょ
う

心し
ん

を
疑う

た
が

う
言げ

ん

動ど
う

が
続つ

づ

く
。

　

４
月が

つ

の
閣か

く

議ぎ

の
内な

い

容よ
う

が
全ぜ

ん

面め
ん

公こ
う

開か
い

と
な
る
か
は
未み

定て
い

だ

が
、
１
２
日に

ち

に
は
、
コ
ロ
ナ

患か
ん

者じ
ゃ

に
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
使つ

か

う

場ば

合あ
い

の
危き

険け
ん

性せ
い

を
警け

い

告こ
く

し
た

タ
イ
シ
保ほ

健け
ん

相そ
う

に
、「
私わ

た
し

と
同ど

う

調ち
ょ
うし

ろ
」
と
も
命め

い

じ
た
。

　

前ぜ
ん

任に
ん

の
マ
ン
デ
ッ
タ
氏し

は
、

医い

師し

と
し
て
の
良

り
ょ
う

心し
ん

や
良

り
ょ
う

識し
き

に
基も

と

づ
き
、
コ
ロ
ナ
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

抑よ
く

制せ
い

に
は
隔か

く

離り

政せ
い

策さ
く

が
不ふ

可か

欠け
つ

と
説と

き
、
解か

い

任に
ん

さ
れ
た
。

同ど
う

氏し

は
退た

い

任に
ん

後ご

、「
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

は
科か

学が
く

を
捨す

て
た
」
と
語か

た

っ

た
が
、
タ
イ
シ
氏し

も
就

し
ゅ
う

任に
ん

後ご

、

隔か
く

離り

解か
い

除じ
ょ

は
時じ

期き

尚し
ょ
う

早そ
う

と
発は

つ

言げ
ん

し
て
お
り
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの

意い

向こ
う

に
反は

ん

す
る
発は

つ

言げ
ん

は
少す

く

な
く

と
も
２
度ど

目め

だ
。

　

だ
が
、「
国こ

く

民み
ん

の
７
０
％
は

感か
ん

染せ
ん

す
る
は
ず
だ
か
ら
、
隔か

く

離り

は
無む

駄だ

。
早は

や

く
解か

い

除じ
ょ

せ
よ
」

と
の
論ろ

ん

が
、
１
億お

く

５
４
０
０ 

樹   

海

に
提て

い

出し
ゅ
つし

た
。
訪ほ

う

米べ
い

団だ
ん

員い
ん

な

ど
、
２
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが

感か
ん

染せ
ん

し

て
も
陰い

ん

性せ
い

と
言い

い
続つ

づ

け
、
メ

デ
ィ
ア
か
ら
公こ

う

開か
い

を
求も

と

め
ら

れ
て
い
た
も
の
だ
。

　

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

か
ら
の
提て

い

出し
ゅ
つ

命め
い

じ
ゅ
　
　
か
い

入に
ゅ
うし

よ
う
と
し
た
。

　

そ
れ
を
聞き

い
た
人に

ん

間げ
ん

が
、

自じ

分ぶ
ん

の
耳み

み

を
疑

う
た
が

っ
た
ほ
ど
不ふ

可か

解か
い

な
買か

い
モ
ノ
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
広こ

う

大だ
い

な
土と

地ち

は
必ひ

つ

要よ
う

な
か
っ
た
し
、
要よ

う

す
る
資し

金き
ん

は
莫ば

く

大だ
い

な
額が

く

だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

し
か
も
下し

も

元も
と

は
、
購こ

う

入
に
ゅ
う

謎な
ぞ

の
奇き

策さ
く

二に

件け
ん

（
下げ

）

　

次つ
ぎ

に
、
も
う
一い

っ

件け
ん

の
新し

ん

政せ
い

策さ
く

で
あ
る
が
―
―
。

　

コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

の
導ど

う

入に
ゅ
うが

始は
じ

ま
っ
た
１
９
５
５
年ね

ん

、
下し

も

元も
と

は
ジ
ャ
グ
ァ
レ
ー
区く

の
肥ひ

料り
ょ
う・

飼し

料り
ょ
う

工こ
う

場じ
ょ
うに

隣り
ん

接せ
つ

す
る
６
万ま

ん

平へ
い

方ほ
う

メ
ー
ト
ル
の
土と

地ち

を
購こ

う

全ぜ
ん

員い
ん

が
４
月が

つ

ま
で
に
無ぶ

事じ

帰き

国こ
く

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
９
５
人に

ん

て
い
る
。

　

症
し
ょ
う

状じ
ょ
うが

あ
る
に
も
関か

か

わ
ら

ず
来ら

い

院い
ん

を
先さ

き

延の

ば
し
す
る
こ

と
で
様さ

ま

々ざ
ま

な
リ
ス
ク
が
高た

か

ま

り
、
重

じ
ゅ
う

篤と
く

化か

す
る
と
治ち

療り
ょ
うが

困こ
ん

難な
ん

に
な
る
こ
と
か
ら
、「
通つ

う

常じ
ょ
う

医い

療り
ょ
うを

受う

け
た
い
方ほ

う

も
院い

ん

内な
い

感か
ん

染せ
ん

の
心し

ん

配ぱ
い

を
せ
ず
、
早は

や

め
の
来ら

い

院い
ん

や
診し

ん

断だ
ん

を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思お

も

い
ま
す
」

と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

抗こ
う

体た
い

検け
ん

査さ

に
つ
い
て
は
同ど

う

サ
イ
ト
（https://w

w
w

.
h

o
sp

italsan
tacru

z.
com

.br/procedim
en 

to
/te

ste
-ra

p
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o
-

c
o

v
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u
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）
に
詳

し
ょ
う

細さ
い

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。

　

１
２
日に

ち

夜よ
る

、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感か
ん

染せ
ん

検け
ん

査さ

の
結け

っ

果か

を
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

ネウソン・タイシ保
ほ

健
けん

相
そう

（Júlio Nasci-
mento/PR）

要よ
う

な
ら
借か

り
れ
ば
よ
く
、
ま

た
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
騒そ

う

動ど
う

で
は
、
少す

く

な
か

ら
ぬ
数か

ず

の
組く

み

合あ
い

員い
ん

が
脱だ

っ

退た
い

し

て
い
る
。
こ
れ
は
普ふ

通つ
う

な
ら

組く
み

合あ
い

経け
い

営え
い

上じ
ょ
う、

打だ

撃げ
き

で
あ
る
。

下し
も

元も
と

は
、
そ
れ
は
予

あ
ら
か
じめ

充
じ
ゅ
う

分ぶ
ん

知し

っ
て
い
た
筈は

ず

だ
。
で
は
何な

故ぜ

、
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
の

か
？　

　

筆ひ
っ

者し
ゃ

は
、
下し

も

元も
と

は
、
こ
う

い
う
策さ

く

に
よ
っ
て
、
わ
ざ
と
ア

ン
チ
下し

も

元も
と

派は

を
怒お

こ

ら
せ
、
不ふ

良り
ょ
う

組く
み

合あ
い

員い
ん

と
も
ど
も
、
自

み
ず
か

ら
脱だ

っ

退た
い

さ
せ
よ
う
と
し
た
―

―
と
筋す

じ

書が

き
を
読よ

ん
で
い
る

（
不ふ

良り
ょ
う

組く
み

合あ
い

員い
ん

＝
抜ぬ

け
売う

令れ
い

に
対た

い

し
、

「
見み

せ
な

い
権け

ん

利り

が

あ
る
」
と

嘯う
そ
ぶ

い
て
拒き

ょ

否ひ

し
続つ

づ

け

た
た
め
、

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

に

訴う
っ
た

え
ら
れ

た
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う。

と
は
い
え

ナ
の
疑う

た
がい

あ
る
方か

た

も
、
通つ

う

常
じ
ょ
う

医い

療り
ょ
うの

方か
た

も
早は

や

め
の
来ら

い

院い
ん

を
」

―
―
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

で
の

　
「
当と

う

院い
ん

で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
入

に
ゅ
う

院い
ん

さ
れ
る
方か

た

は
以い

前ぜ
ん

よ
り
減げ

ん

少し
ょ
う

傾け
い

向こ
う

で
す
。
コ
ロ

り
常

じ
ょ
う

習し
ゅ
う

者し
ゃ

な
ど
の
こ
と
）。

　
つ
ま
り
ア
ン
チ
下し

も

元も
と

派は

や

不ふ

良り
ょ
う

組く
み

合あ
い

員い
ん

が
増ふ

え
て
お

り
、
経け

い

営え
い

の
邪じ

ゃ

魔ま

に
な
っ
て
き

た
の
で
、
自じ

分ぶ
ん

か
ら
出で

て
行い

く
様よ

う

に
、
わ
ざ
と
、
こ
う
い

う
奇き

計け
い

を
仕し

掛か

け
た
―
―
。

　

脱だ
っ

退た
い

者し
ゃ

が
大た

い

量り
ょ
うに

出で

、
彼か

れ

ら
の
出

し
ゅ
っ

荷か

量り
ょ
うが

減へ

っ
て
も
構か

ま

わ
な
か
っ
た
。
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

を
雇こ

用よ
う

す
る
組く

み

合あ
い

員い
ん

が
作さ

く

物も
つ

の
植う

え

付つ

け
面め

ん

積せ
き

を
広ひ

ろ

げ
た
り
、

鶏に
わ
と
りの

飼し

育い
く

羽は

数す
う

を
増ふ

や
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
脱だ

っ

退た
い

に

よ
っ
て
減げ

ん

少し
ょ
うす

る
出

し
ゅ
っ

荷か

分ぶ
ん

は
、

補ほ

充じ
ゅ
うで

き
る
見み

込こ

み
だ
っ
た
。

　
こ
の
頃こ

ろ

、
組く

み

合あ
い

員い
ん

は
５
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

し
て
い
た
が
、
コ
チ

ア
青せ

い

年ね
ん

は
何な

ん

千ぜ
ん

人に
ん

と
い
う
単た

ん

位い

で
あ
っ
た
。
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
相そ

う

当と
う

数す
う

が
脱だ

っ

退た
い

し
て
も
心し

ん

配ぱ
い

な

か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
も

青せ
い

年ね
ん

導ど
う

入に
ゅ
うの

目も
く

的て
き

の
一ひ

とつ
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

組そ

織し
き

が
、
こ
こ
ま
で
大お

お

き

く
な
れ
ば
、
時と

き

に
こ
れ
位ぐ

ら
い

の

荒あ
ら

技わ
ざ

は
已や

む
を
得え

な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　

無む

論ろ
ん

、
下し

も

元も
と

は
、
そ
ん
な

こ
と
は
口く

ち

に
し
て
い
な
い
。
し

た
ら
、
組く

み

合あ
い

を
揺ゆ

る
が
す
大だ

い

騒そ
う

動ど
う

に
な
っ
て
い
た
ろ
う
。
そ

れ
を
避さ

け
る
た
め
に
も
、
青せ

い

年ね
ん

導ど
う

入に
ゅ
う、

土と

地ち

購こ
う

入に
ゅ
うい

ず
れ

今こ
ん

後ご

は
市し

と
提て

い

携け
い

し
、
Ｓ
Ｕ

Ｓ
患か

ん

者じ
ゃ

も
受う

け
入い

れ
て
い
く

事こ
と

を
検け

ん

討と
う

し
、
市し

と
調

ち
ょ
う

整せ
い

を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

３
月が

つ

第だ
い

１
週し

ゅ
う

に
は
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検け

ん

査さ

と
コ
ロ
ナ
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

キ
ッ
ト
を
取し

ゅ

得と
く

し
、
検け

ん

査さ

を

始は
じ

め
て
い
る
。
特と

く

に
後こ

う

者し
ゃ

で

は
３
０
分ぷ

ん

未み

満ま
ん

の
診し

ん

断だ
ん

が
可か

能の
う

で
、
価か

格か
く

は
３
５
０
レ
ア

ル
。
現げ

ん

在ざ
い

１
日に

ち

に
つ
き
２
０

～
３
０
人に

ん

程て
い

度ど

が
検け

ん

査さ

を
受う

も
、
鮮せ

ん

明め
い

な
理り

由ゆ
う

付づ

け
し
か

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

　

因ち
な

み
に
、
脱だ

っ

退た
い

し
た
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
多お

お

く
は
、
ス
ー
ル
・
ブ

ラ
ジ
ル
農の

う

協き
ょ
うへ

入は
い

ろ
う
と
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
専せ

ん

務む

理り

事じ

・
中な

か

澤ざ
わ

源げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

は
、
こ

の
時と

き

、
新し

ん

規き

加か

入に
ゅ
うの

受う
け

付つ

け

を
中

ち
ゅ
う

止し

し
て
い
る
。
下し

も

元も
と

の

狙ね
ら

い
に
気き

づ
い
た
の
だ
。

　

問も
ん

題だ
い

を
起お

こ
し
そ
う
な
組く

み

合あ
い

員い
ん

を
大た

い

量り
ょ
うに

受う

け
入い

れ
る

わ
け
に
は
行い

か
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
後あ

と

に
条

じ
ょ
う

件け
ん

を
整と

と
の

え
て

再さ
い

開か
い

し
た
が
―
―
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

グアルーリョス国
こく

際
さい

空
くう

港
こう

で帰
き

国
こく

するボランティア隊
たい

員
いん

を励
はげ

ます
佐
さ

藤
とう

洋
ひろ

史
し

ＪＩＣＡブラジル事
じ

務
む

所
しょ

所
しょ

長
ちょう

（提
てい

供
きょう

写
じゃ

真
しん

）

万ま
ん

人に
ん

の
感か

ん

染せ
ん

と
１
８
０
万ま

ん

人に
ん

の
死し

を
意い

味み

す
る
事こ

と

を
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが

認に
ん

識し
き

し
て
い
る
か
は
疑ぎ

問も
ん

だ
。
ト
ラ
ン
プ
米べ

い

大だ
い

統と
う

領
り
ょ
う

の
支し

持じ

者し
ゃ

夫ふ

妻さ
い

が
独ど

く

断だ
ん

で
ク

ロ
ロ
キ
ン
を
飲の

ん
で
急

き
ゅ
う

死し

し

た
例れ

い

も
あ
る
。

　
〝
公こ

う

人じ
ん

〟
で
あ
る
に
も
関か

か

わ

ら
ず
、
医い

学が
く

的て
き

な
見け

ん

地ち

か
ら

の
隔か

く

離り

政せ
い

策さ
く

や
未み

承し
ょ
う

認に
ん

の
薬

く
す
り

へ
の
警け

い

告こ
く

が
自じ

分ぶ
ん

の
意い

に
沿そ

わ

な
い
と
し
て
、
大だ

い

臣じ
ん

解か
い

任に
ん

を

ち
ら
つ
か
せ
る
の
が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの

権け
ん

利り

な
ら
、
国く

に

を
治お

さ

め
、
国こ

く

民み
ん

の
生せ

い

命め
い

を
守ま

も

る
と
い
う
責せ

き

任に
ん

も
し
っ
か
り
と
果は

た
す
べ
き

だ
。　
　
　
　
　
　
　
（
み
）

説せ
つ

明め
い

の
た
め
、
門か

ど

屋や

篤あ
つ

典の
り

Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

次じ

長ち
ょ
うと

長は

谷せ

川が
わ

雅ま
さ

之ゆ
き

企き

画か
く

調
ち
ょ
う

査さ

員い
ん

が
３
月が

つ

１
７
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
際さ

い

、「
遅お

そ

く
と
も
１
０

日か

以い

内な
い

」
と
述の

べ
て
い
た
が
、

実じ
っ

際さ
い

に
は
、
そ
れ
よ
り
か
な

り
迅じ

ん

速そ
く

に
行お

こ
な

わ
れ
た
模も

様よ
う

。

ま
た
３
日か

間か
ん

、
隊た

い

員い
ん

達た
ち

を
見み

送お
く

る
た
め
に
、
佐さ

藤と
う

所し
ょ

長
ち
ょ
う

と
門か

ど

屋や

次じ

長ち
ょ
うが

交こ
う

代た
い

で
グ
ア

ル
ー
リ
ョ
ス
国こ

く

際さ
い

空く
う

港こ
う

に
出で

向む

い
た
と
か
。
日に

本ほ
ん

帰き

国こ
く

後ご

も
、
コ
ロ
ナ
禍か

の
た
め
に
隊た

い

員い
ん

は
大た

い

変へ
ん

か
も
し
れ
な
い
が
、

任に
ん

期き

が
残の

こ
っ
て
い
る
人ひ

と

は
ぜ
ひ

ま
た
戻も

ど
っ
て
来き

て
ほ
し
い
と
こ

ろ
。
ま
た
次つ

ぎ

の
隊た

い

員い
ん

の
派は

遣け
ん

が
、
い
つ
に
な
る
か
分わ

か
ら
な

い
の
は
、
任に

ん

地ち

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

に
と
っ
て
は
寂さ

び

し
い
所と

こ
ろで

は
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が

今こ

年と
し

の
「
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」

の
た
め
に
購こ

う

入に
ゅ
うし

て
い
た
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
３
千ぜ

ん

袋ふ
く
ろを

先せ
ん

日じ
つ

、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上じ

ょ
うで

売う

り
に
出だ

し
た
ら
、
投と

う

稿こ
う

か
ら

わ
ず
か
数す

う

時じ

間か
ん

で
完か

ん

売ば
い

に
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
同ど

う

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
コ
ロ
ナ
禍か

の
た
め
に

中ち
ゅ
う

止し

と
な
り
、
来ら

い

年ね
ん

に
な
っ

て
い
た
。
だ
が
、
前ま

え

も
っ
て

購こ
う

入に
ゅ
うし

て
い
た
た
め
、
キ
ャ

ン
セ
ル
が
間ま

に
合あ

わ
な
か
っ
た

と
か
。
個こ

別べ
つ

販は
ん

売ば
い

し
、
１
袋

ふ
く
ろ

８
レ
ア
ル
、
１
０
袋ふ

く
ろ

７
５
レ

ア
ル
で
売う

り
出だ

し
た
と
こ
ろ
、

完か
ん

売ば
い

し
た
。
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ

ン
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
人に

ん

気き

が
伺

う
か
が

わ
れ
る
売う

れ
行ゆ

き
で
は
。
他ほ

か

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

も
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
用よ

う

に

大た
い

量り
ょ
うに

購こ
う

入に
ゅ
うし

た
品し

な

が
あ
れ

ば
、
同ど

う

様よ
う

に
売う

り
出だ

し
て
み

て
は
？

フ
へ
、
多お

お

く
の
団だ

ん

体た
い

が
食

し
ょ
く

事じ

や
物ぶ

っ

資し

の
提て

い

供き
ょ
うを

行
お
こ
な

っ
て
い
る

と
い
う
。
▼
ジ
ョ
ジ
ョ
ラ
ー
メ

ン
＝
ラ
ー
メ
ン
▼
ネ
ス
プ
レ

ッ
ソ
＝
コ
ー
ヒ
ー
▼
グ
ラ
フ
ィ

カ
ブ
ラ
ジ
ル
＝
マ
ス
ク
▼
ハ
ッ

カ
＝
マ
ス
ク
、
防ぼ

う

護ご

服ふ
く

▼
さ

く
ら
醤

し
ょ
う

油ゆ

＝
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
▼
エ
ス
パ
ッ
ソ
和か

ず

＝
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
を
提て

い

供き
ょ
うし

て
お
り
、

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
うが

感か
ん

謝し
ゃ

の
意い

を
述の

べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一い

ち

時じ

帰き

国こ
く

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

は

３
月が

つ

か
ら
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
緊き

ん

急き
ゅ
うコ

ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
日に

本ほ
ん

語ご

対た
い

応お
う

、
２
４
時じ

間か
ん

、
１
１
・ 

９
７
５
７
２
・ 

４
６
０
２
）
を
設せ

っ

置ち

し
て
、

日ひ

び々

対た
い

応お
う

を
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍か

で
多お

お

く
の
人じ

ん

命め
い

を
救す

く

う
た
め
尽じ

ん

力
り
ょ
く

す
る
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

の
現げ

ん

場ば

ス
タ
ッ

　

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
の
ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

は
、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

や
野や

球
き
ゅ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

、
料

り
ょ
う

理り

専せ
ん

門も
ん

家か

な
ど

見み

ら
れ
た
２
人り

の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
隊た

い

員い
ん

を
除の

ぞ

く
９
３
人に

ん

が

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
出

し
ゅ
っ

国こ
く

し
た
と

い
う
。
体た

い

調ち
ょ
うを

崩く
ず

し
て
い
た

２
人に

ん

は
回か

い

復ふ
く

を
待ま

っ
て
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
２
９
日に

ち

と
４
月が

つ

８
日か

に
帰き

国こ
く

し
た
。

　

帰き

国こ
く

後ご

は
全ぜ

ん

員い
ん

が
自じ

主し
ゅ

隔か
く

離り

を
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

行お
こ
ない

、
自じ

宅た
く

に
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

や
妊に

ん

婦ぷ

や
新し

ん

生せ
い

児じ

が
お
り
心し

ん

配ぱ
い

と
い
う
隊た

い

員い
ん

に
は
ホ
テ
ル
で
の
待た

い

機き

を
要よ

う

請せ
い

し
た
。
長は

谷せ

川が
わ

調ち
ょ
う

査さ

員い
ん

は
、

「
９
５
人に

ん

か
ら
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
出で

て
い
ま

せ
ん
」
と
報ほ

う

告こ
く

し
た
。



（３） ２０２０年第５４８７号  ５月 １４日 （木曜日）

ブラジルのコロナ死
し
者
しゃ
数
すう
のグラフ。１２日

にち
の死

し
者
しゃ
は８８１人

にん
を記

き
録
ろく
した

（https://covid.saude.gov.br/）

と
不ふ

平へ
い

不ふ

満ま
ん

の
や
り
場ば

が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

世せ

間け
ん

に
は
本ほ

ん

当と
う

の
話は

な
し

も
、

得え

体た
い

の
知し

れ
な
い
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス
も
、
い
ろ
い
ろ
入い

り

混ま

じ
っ
て
流な

が

れ
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
が
ど
っ
ち
へ
動う

ご

い
て
い

る
の
か
？　

ど
う
な
る
の
か
？　

こ
れ
か
ら
の
正た

だ

し
い
方ほ

う

向こ
う

を

見み

定さ
だ

め
る
た
め
に
も
、
皆み

な

さ

ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
こ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
整せ

い

理り

検け
ん

討と
う

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

今こ
ん

週し
ゅ
うか
ら
変か

わ
る
防ぼ

う

疫え
き

策さ
く

　

５
月が

つ

初し
ょ

旬じ
ゅ
んに
終お

わ
る
筈は

ず

だ

っ
た
外が

い

出し
ゅ
つ規き

制せ
い

（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
は
取と

り
敢あ

え
ず
５
月が

つ

３
１
日に

ち

ま
で
延え

ん

長ち
ょ
う

さ
れ
、
更さ

ら

に
次つ

ぎ

の
よ
う
な
点て

ん

が
厳げ

ん

格か
く

化か

さ
れ
ま
し
た
。

▼
屋お

く

外が
い

に
出で

る
時と

き

は
マ
ス
ク

を
着つ

け
る
こ
と
。

▼
車く

る
まの
利り

用よ
う

は
・
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
末ま

つ

尾び

が
奇き

数す
う

の
車

く
る
ま

は
奇き

数す
う

日び

（
１
、３
、５
、７
、

９
）
利り

用よ
う

Ｏ
Ｋ
、
偶ぐ

う

数す
う

ナ
ン

バ
ー
の
車く

る
ま
は
偶ぐ

う

数す
う

日び

に
利り

用よ
う

Ｏ
Ｋ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
出で

回ま
わ

る
車く

る
ま
の
数か

ず

を

約や
く

半は
ん

分ぶ
ん

に
減へ

ら
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
人ひ

と

々び
と

の
外が

い

出し
ゅ
つを
減へ

ら

そ
う
と
す
る
の
が
目も

く

的て
き

で
す
。

適て
き

用よ
う

範は
ん

囲い

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

全ぜ
ん

域い
き

で
す
が
、
他ほ

か

の
地ち

域い
き

で

も
同ど

う

様よ
う

方ほ
う

式し
き

を
と
っ
て
い
る
所

と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
要よ

う

注ち
ゅ
う意い

で
す
。

拡か
く

大だ
い

止と

ま
ら
ぬ
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス

アマゾナス州
しゅう
マナウス市

し
の公

こう
立
りつ
墓
ぼ
地
ち
。４月

がつ
２７日

にち
、コロナ死

し
者
しゃ
の新
あたら
しい墓

ぼ
標
ひょう
が見

み
渡
わた
す限

かぎ
り（Foto: Alex Pazuello/Semcom）

バイーア州
しゅう
サルバドール空

くう
港
こう
で帰

き
国
こく
するアルゼンチン人

じん
にコロナ検

けん
査
さ
をする様

よう
子
す

（Foto: Paula Fróes/GOVBA）

　

こ
れ
で
外が

い

出し
ゅ
つを
止と

め
ら
れ

て
困こ

ま

る
の
は
、
一い

っ

般ぱ
ん

庶し
ょ

民み
ん

だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来き

て

く
れ
る
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

相あ
い

手て

で
生せ

い

活か
つ

の
カ
テ
を
得え

て
い
る
小こ

売う
り

商し
ょ
う、

食し
ょ
く

堂ど
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

は
、「
こ
れ
じ

ゃ
商

し
ょ
う

売ば
い

あ
が
っ
た
り
じ
ゃ
、
一い

っ

体た
い

ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
！
」

　

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

も
配は

い

送そ
う

が

始は
じ

ま
り
、
こ
れ
で
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
自じ

粛し
ゅ
くも
終お

わ

り
か
と
思お

も

っ
て
い
た
ら
、
何な

に

が

何な
に

が
、
商

し
ょ
う

店て
ん

閉へ
い

鎖さ

、
外が

い

出し
ゅ
つ規き

制せ
い

は
５
月が

つ

末ま
つ

ま
で
延え

ん

長ち
ょ
う、
逆

ぎ
ゃ
く

に
一い

っ

層そ
う

厳き
び

し
い
条

じ
ょ
う

件け
ん

が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

毎ま
い

日に
ち

青あ
お

い
空そ

ら

が
見み

え
て

気き

温お
ん

も
快か

い

適て
き

、
例れ

い

年ね
ん

な
ら
ば

「
良よ

い
陽よ

う

気き

に
な
り
ま
し
た

ね
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今こ

年と
し

は
い
け
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
お
蔭か

げ

で
一い

っ

般ぱ
ん

庶し
ょ

民み
ん

は
「
家か

庭て
い

内な
い

蟄ち
っ

居き
ょ

」

で
す
。

世
せ
界
かい
のコロナウイルスの感

かん
染
せん
者
しゃ
数
すう
や死

し
亡
ぼう
者
しゃ
数
すう
。ブラジルは死

し
亡
ぼう
者
しゃ
数
すう
で世

せ
界
かい
６位

い

（１３日
にち
正
しょう
午
ご
現
げん
在
ざい
、出

しゅっ
典
てん
ウィキペディア）

も
う
じ
き
１
日に

ち

の
死し

者し
ゃ

１
千せ

ん

人に
ん

台だ
い

か

ど
っ
ち
へ
行い

く
の
か
、我わ

れ

ら
の
ブ
ラ
ジ
ル

聖せ
い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

　
駒こ

ま

形が
た

　
秀ひ

で

雄お

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

　

こ
の
よ
う
に
市し

民み
ん

に
不ふ

便べ
ん

を
強し

い
る
規き

制せ
い

策さ
く

を
策さ

く

定て
い

し

た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理り

由ゆ
う

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

前ぜ
ん

回か
い

の
規き

制せ
い

で
「
家い

え

に
留と

ど

ま
っ
て
」
と
呼よ

び
か
け
た
の
に

拘か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
が
あ
ま
り

守ま
も

ら
れ
な
か
っ
た
の
が
そ
の
一い

ち

因い
ん

で
す
。

　

人ひ
と

々び
と

が
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

内な
い

に
留と

ど

ま
る

率り
つ

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）
は
６
０
％
位く

ら
いが
目も

く

標ひ
ょ
うだ

っ
た
の
で
す
が
、
多お

お

く
の
人ひ

と

が
こ
れ
を
守ま

も

ら
ず
、
指し

数す
う

は
大だ

い

体た
い

４
０
％
台だ

い

、
中な

か

々な
か

５
０
％

に
も
達た

っ

し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
自じ

宅た
く

滞た
い

留り
ゅ
う

率り
つ

（
Ｉ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が

５
５
％
―
６
０
％
位く

ら
いに
な
れ

ば
ウ
イ
ル
ス
の
急

き
ゅ
う

拡か
く

散さ
ん

が
止と

ま
り
、
罹り

患か
ん

者し
ゃ

の
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

と
そ

れ
に
伴と

も
な
う
受う

け
入い

れ
病

び
ょ
う

院い
ん

な

ど
の
パ
ン
ク
（
爆ば

く

発は
つ

）
が
防ふ

せ

げ
る
の
に
―
と
い
う
の
が
こ
の

厳げ
ん

格か
く

化か

の
別べ

つ

の
一い

ち

因い
ん

で
す
。　

自じ

粛し
ゅ
くへ
の
「
も
う
こ
の
辺へ

ん

で
良よ

い
だ
ろ
う
」
と
い
う
市し

民み
ん

の

感か
ん

覚か
く

を
抑お

さ

え
込こ

む
こ
と
が
出で

来き

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
は
疫え

き

病び
ょ
う

対た
い

応お
う

が
出で

来き

る
病

び
ょ
う

床し
ょ
うの
数か

ず

は
ほ
ぼ
満ま

ん

杯ぱ
い（
Ｕ

Ｔ
Ｉ
―
８
５
％)

に
達た

っ

し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
以い

上じ
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

が
増ふ

え
て
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
手て

当あ

て

も
出で

来き

ず
、
助た

す

か
る
べ
き
人ひ

と

も
み
す
み
す
死し

な
せ
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

は
人じ

ん

口こ
う

密み
っ

集し
ゅ
う

地ち

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う
が
ダ
ン

ト
ツ
の
１
位い

で
す
が
、
現げ

ん

在ざ
い

、

リ
オ
な
ど
の
大だ

い

都と

市し

周し
ゅ
う辺へ
ん（
フ

ァ
ベ
ー
ラ
が
あ
る
）、
あ
る
い

は
東と

う

北ほ
く

伯は
く

（
セ
ア
ラ
ー
、
ペ

ル
ナ
ン
ブ
コ
）、
ア
マ
ゾ
ン
地ち

方ほ
う

（
パ
ラ
ー
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
）

な
ど
、
大た

い

衆し
ゅ
うに
衛え

い

生せ
い

観か
ん

念ね
ん

が

乏と
ぼ

し
い
地ち

域い
き

で
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
数す

う

字じ

が
伸の

び
て
い
ま
す
。

　

最さ
い

近き
ん

の
全ぜ

ん

ブ
ラ
ジ
ル
の
集

し
ゅ
う

計け
い

で
は
１
日に

ち

当あ

た
り
で
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

が
１
万ま

ん

人に
ん

、
死し

者し
ゃ

が

８
８
１
人に

ん

（
１
２
日に

ち

）
を
数か

ぞ

え
て
お
り
、
も
う
じ
き
１
千せ

ん

人に
ん

を
越こ

す
の
で
は
と
す
ら
言い

わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
感か

ん

染せ
ん

ピ
ー
ク
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

死し

者し
ゃ

数す
う

は
間ま

も
な
く
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
先せ

ん

輩ぱ
い

国こ
く

を
抜ぬ

く
と
言い

わ
れ
て
い

る
状じ

ょ
う

況き
ょ
うで
す
。

政せ
い

府ふ

は
何な

に

を
し
て
い
る
か

　

政せ
い

府ふ

も
こ
の
よ
う
な
コ
ロ

ナ
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

散さ
ん

を
、
手て

を
こ
ま

ね
い
て
見み

て
い
る
訳わ

け

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
考か

ん
が
え
ら
れ
る
種し

ゅ

々じ
ゅ

の
手て

を
準

じ
ゅ
ん

備び

、
実じ

っ

行こ
う

し
て
お

り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
疾し

っ

病ぺ
い

対た
い

策さ
く

は
各か

く

州し
ゅ
う、

市し

が
そ
の
地ち

域い
き

の
実じ

つ

情じ
ょ
うに
合あ

わ
せ
、
計け

い

画か
く

、
実じ

っ

施し

す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
、
リ
オ
な
ど
で
は
各か

く

知ち

事じ

が
厳げ

ん

正せ
い

な
隔か

く

離り

、
自じ

粛し
ゅ
く

策さ
く

を

実じ
っ

行こ
う

し
て
居お

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
州し

ゅ
う、
市し

な
ど
で

は
そ
の
対た

い

応お
う

資し

金き
ん

に
限か

ぎ

り
が

あ
る
の
で
、
こ
の
面め

ん

で
は
連れ

ん

邦ぽ
う

の
支し

援え
ん

に
大お

お

い
に
依い

存ぞ
ん

す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
隔か

く

離り

、
自じ

粛し
ゅ
くに
よ

る
経け

い

済ざ
い

面め
ん

へ
の
影え

い

響き
ょ
う

も
甚じ

ん

大だ
い

な
の
で
、
政せ

い

府ふ

と
し
て
は
種し

ゅ

々じ
ゅ

の

手て

を
打う

っ
て
い
ま
す
。

仕し

事ご
と

が
無な

く
な
り
、

困こ
ん

窮き
ゅ
うし
て
い
る
貧ひ

ん

困こ
ん

層そ
う

に
対た

い

し
て
は
早そ

う

急き
ゅ
う

に
６
０
０
レ
ア
ル
／

月つ
き

を
３
カ
月げ

つ

間か
ん

、
現げ

ん

金き
ん

支し

給き
ゅ
うの
対た

い

策さ
く

を
取と

り
、
こ
れ
は
丁

ち
ょ
う

度ど

１

回か
い

目め

の
配は

い

布ふ

を
大お

お

方か
た

終お

え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

仕し

事ご
と

が
減へ

っ
た

り
、
無な

く
な
っ
た
企き

業ぎ
ょ
う向む

け
に
は
別べ

っ

途と

低て
い

金き
ん

利り

、
無む

担た
ん

保ぽ

融ゆ
う

資し

を
提て

い

供き
ょ
うし
た
り
し
て

企き

業ぎ
ょ
う

存そ
ん

続ぞ
く

の
策さ

く

を
講こ

う

じ
て
い
ま
す
。
今こ

ん

回か
い

、

コ
ロ
ナ
禍か

に
対た

い

し
て
は
特と

く

別べ
つ

会か
い

計け
い

措そ

置ち

を
講こ

う

じ
、
当と

う

座ざ

の

資し

金き
ん

の
め
ど
は
つ
い
た
の
で
、

今こ
ん

度ど

は
大だ

い

企き

業ぎ
ょ
う向む

け
の
、
更さ

ら

に
大お

お

型が
た

の
市し

場じ
ょ
う、
経け

い

済ざ
い

振し
ん

興こ
う

策さ
く

を
打う

ち
出だ

す
と
言い

わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
金き

ん

融ゆ
う

面め
ん

で
も
先せ

ん

日じ
つ

公こ
う

定て
い

金き
ん

利り

を
０
・
７
５
％
Ｐ

引ひ

き
下さ

げ
、
金き

ん

利り

負ふ

担た
ん

ゼ
ロ

水す
い

準じ
ゅ
んに
ま
で
し
て
い
ま
す
。

政せ
い

府ふ

・
中

ち
ゅ
う

銀ぎ
ん

と
し
て
は
こ
れ

に
よ
り
市し

中ち
ゅ
うに
お
金か

ね

を
回か

い

転て
ん

さ
せ
、
景け

い

気き

を
下し

た

支ざ
さ

え
し
た

い
と
い
う
狙ね

ら

い
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
今い

ま

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
ニ

ュ
ー
ス
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
る
の
が
お

好す

き
な
の
か
、
切き

れ
間ま

な
く

色い
ろ

々い
ろ

〝
面お

も

白し
ろ

い
話わ

題だ
い

〞
を
提て

い

供き
ょ
うし
て
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑に

ぎ

わ

し
て
い
ま
す
。
そ
の
話は

な
しは
国く

に

の

方ほ
う

向こ
う

に
も
関か

か

わ
る
内な

い

容よ
う

な
の

で
、
以い

下か

、
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

ご
報ほ

う

告こ
く

致い
た

し
ま
し
ょ
う
。

マ
ン
デ
ッ
タ
保ほ

健け
ん

相し
ょ
う

更こ
う

迭て
つ

　

医い

師し

で
も
あ
り
、
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

で
も
あ
る
マ
ン
デ
ッ
タ
さ
ん

は
医い

療り
ょ
う

界か
い

の
王お

う

道ど
う

通ど
お

り
、
コ

ロ
ナ
病び

ょ
う
の
隔か

く

離り

、
分ぶ

ん

離り

策さ
く

を

取と

り
、
こ
れ
を
国こ

く

民み
ん

に
分わ

か

り
や
す
く
説せ

つ

明め
い

、
Ｐ
Ｒ
し
て

好こ
う

評ひ
ょ
うで
し
た
。

　

こ
れ
に
対た

い

し
、
一い

っ

見け
ん

ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
タ
イ
プ
の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、

「
た
か
が
カ
ゼ
も
ど
き
の
疾し

っ

病ぺ
い

に
過か

度ど

に
心し

ん

配ぱ
い

す
る
こ
と

は
な
い
。
医い

者し
ゃ

の
い
う
事こ

と

だ

け
を
聞き

い
て
い
て
長な

が

い
間

あ
い
だ

仕し

事ご
と

も
ダ
メ
、
外が

い

出し
ゅ
つも
ダ
メ
な

ど
と
言い

っ
て
い
て
は
コ
ロ
ナ
病

び
ょ
う

の
前ま

え

に
金き

ん

欠け
つ

病び
ょ
うで
本ほ

ん

人に
ん

の
方ほ

う

が
ダ
メ
に
な
る
。
そ
う
だ
ろ

う
、
も
っ
と
元げ

ん

気き

を
出だ

し
て
、

病び
ょ
う気き

な
ど
は
跳は

ね
返か

え

し
て
し

ま
え
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
、
集あ

つ

ま

っ
た
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うの
前ま

え

で
マ
ス
ク
も
せ

ず
、
相あ

い

手て

の
手て

や
体か

ら
だ
に
触ふ

れ

て
、
元げ

ん

気き

な
姿す

が
た
を
見み

せ
ま
し

た
。

　

こ
れ
で
は
保ほ

健け
ん

相し
ょ
うが
口く

ち

を

酸す

っ
ぱ
く
し
て
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る

「
マ
ス
ク
を
し
な
さ
い
、
密み

っ

集し
ゅ
う、
密み

っ

閉ぺ
い

は
避さ

け
な
さ
い
」

と
は
正せ

い

反は
ん

対た
い

の
お
手て

本ほ
ん

で
す
。

「
一い

っ

体た
い

、
政せ

い

府ふ

の
方ほ

う

針し
ん

は
ど

っ
ち
な
ん
だ
。
隔か

く

離り

、
自じ

粛し
ゅ
く

と
解か

い

放ほ
う

と
ど
っ
ち
を
推お

す
の

か
？
」
と
疑ぎ

問も
ん

を
ぶ
つ
け
ら

れ
、
批ひ

判は
ん

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行い

き
違ち

が

い
（
閣か

く

内な
い

不ふ

一い
っ致ち

）、
結け

っ

局き
ょ
くマ
ン
デ
ッ
タ
さ

ん
が
辞じ

任に
ん

し
て
ひ
と
ま
ず
決け

っ

着ち
ゃ
くし
ま
し
た
が
、
何な

ん

と
も
後あ

と

味あ
じ

の
悪わ

る

い
幕ま

く

引ひ

き
で
し
た
。

モ
ロ
法ほ

う

務む

・
保ほ

安あ
ん

相し
ょ
うの
辞じ

任に
ん

　

ク
リ
チ
ー
バ
の
連れ

ん

邦ぽ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

判は
ん

事じ

と
し
て
大お

お

型が
た

汚お

職し
ょ
く、

事じ

件け
ん

を
摘て

き

発は
つ

、
断だ

ん

罪ざ
い

し
た
モ

ロ
氏し

は「
良よ

く
や
っ
て
く
れ
た
」

と
全ぜ

ん

国こ
く

の
人ひ

と

々び
と

か
ら
支し

持じ

を

得え

て
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
内な

い

閣か
く

に

鳴な

り
物も

の

入い

り
で
入

に
ゅ
う

閣か
く

し
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
同ど

う

大だ
い

臣じ
ん

管か
ん

轄か
つ

の

連れ
ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

の
人じ

ん

事じ

権け
ん

を
め
ぐ

り
、
モ
ロ
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
の
対た

い

立り
つ

が
生し

ょ
うじ
た
の
で
す
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
は
自じ

分ぶ
ん

が
住す

ん
で
い
る
リ
オ
地ち

域い
き

の
警け

い

察さ
つ

く
ら
い
は
自じ

分ぶ
ん

の
息い

き

の
掛か

か
っ

た
者も

の

に
任ま

か

せ
た
い
と
し
た
の
で

す
が
、
モ
ロ
氏し

は
物も

の

事ご
と

を
き

ち
ん
と
す
る
こ
と
が
好す

き
な

様よ
う

で
「
警け

い

察さ
つ

は
法ほ

う

に
従し

た
が
い
国く

に

の
安あ

ん

全ぜ
ん

、
安あ

ん

心し
ん

を
守ま

も

る
た
め

に
動う

ご

く
。
政せ

い

治じ

（
身み

び
い
き
）

の
介か

い

入に
ゅ
うは
困こ

ま

る
」
と
ボ
ル
ソ

ナ
ロ
の
要よ

う

望ぼ
う

に
応こ

た

え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
一い

っ

説せ
つ

に
は
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
息む

す

子こ

ら
の
不ふ

正せ
い

所し
ょ

得と
く

疑ぎ

惑わ
く

や
フ

ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
拡か

く

散さ
ん

疑ぎ

惑わ
く

や
、
マ
リ
エ
レ
・
フ
ラ
ン
コ
市し

議ぎ

殺さ
つ

害が
い

事じ

件け
ん

に
同ど

う

家か

族ぞ
く

が
関か

か

わ
っ
て
い
る
と
い
う
疑ぎ

惑わ
く

の
捜そ

う

査さ

が
リ
オ
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

で
進す

す

め

ら
れ
て
い
る
関か

ん

係け
い

で
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
そ
の
ト
ッ
プ
人じ

ん

事じ

を
掌

し
ょ
う

握あ
く

す
る
こ
と
で
、
家か

族ぞ
く

に
不ふ

利り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
と
の
見み

方か
た

も
出で

て
き
て
い

ま
す
。

　

結け
っ

果か

と
し
て
モ
ロ
氏し

は
辞じ

任に
ん

に
追お

い
込こ

ま
れ
、
あ
れ
程ほ

ど

こ
だ
わ
っ
て
い
た
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

庁ち
ょ
う

長ち
ょ
う
官か

ん

、
リ
オ
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

ト
ッ

プ
も
入い

れ
替か

え
と
な
っ
た
の
で

す
。

　

こ
こ
ま
で
を
見み

る
と
「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
勝か

ち
」
の
様よ

う

に
見み

え

ま
す
。
で
す
が
「
司し

法ほ
う

（
警け

い

察さ
つ

）
の
や
り
方か

た

に
政せ

い

治じ

が
介か

い

入に
ゅ
うす
る
の
は
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

だ
。

怪け

し
か
ら
ん
」
と
す
る
声こ

え

が

強つ
よ

く
な
り
、
逆ぎ

ゃ
く
に
「
そ
ん
な

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うな
ら
辞や

め
さ
せ
て
し

ま
え
」
と
の
動う

ご

き
が
議ぎ

会か
い

筋す
じ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
活か

っ

発ぱ
つ

化か

し
ま
し
た
。

と
ど
の
つ
ま
り
は
政せ

い

治じ

力り
ょ
く？

　

と
は
い
え
、
変へ

ん

な
言げ

ん

動ど
う

が

多お
お

い
か
ら
と
言い

っ
て
、
一い

っ

旦た
ん

選せ
ん

挙き
ょ

で
選え

ら

ば
れ
た
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うを
簡か

ん

単た
ん

に
は
す
げ
替か

え
ら
れ
な
い

様よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

反は
ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うグ
ル
ー
プ
は
十

じ
ゅ
う

数す
う

件け
ん

に
も
な
る
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う罷ひ

免め
ん

（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
）
の
申し

ん

請せ
い

を
議ぎ

会か
い

に
提て

い

出し
ゅ
つ

し
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
事じ

情じ
ょ
うが
あ
り
「
は
い
、
そ

れ
で
は
」
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

議ぎ

会か
い

で
の
審し

ん

議ぎ

議ぎ

題だ
い

に
も
挙あ

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

他た

方ほ
う

、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

側が
わ

も
こ
の

動う
ご

き
は
承

し
ょ
う

知ち

し
て
い
ま
す
か

ら
、
種し

ゅ

々じ
ゅ

の
対た

い

策さ
く

に
動う

ご

い
て

い
ま
す
。
一い

ち

番ば
ん

効こ
う

果か

の
あ
る
の

は
議ぎ

会か
い

で
多た

数す
う

派は

工こ
う

作さ
く

を
し

て
罷ひ

免め
ん

議ぎ

案あ
ん

を
否ひ

決け
つ

す
る
こ

と
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
議ぎ

会か
い

内な
い

の
有ゆ

う

力り
ょ
くグ
ル
ー
プ
『
セ
ン
ト
ロ
ン
』

に
支し

持じ

を
働は

た
ら
き
掛か

け
て
い
ま

す
。
セ
ン
ト
ロ
ン
は
ご
存ぞ

ん

じ

幾い
く

つ
か
の
保ほ

守し
ゅ

系け
い

政せ
い

党と
う

か
ら

な
る
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
多お

お

く
の
議ぎ

員い
ん

（
票ひ

ょ
う
）
を
傘さ

ん

下か

に

収お
さ

め
て
い
る
の
で
強つ

よ

い
。
前ま

え

の

政せ
い

権け
ん

で
は
利り

権け
ん

に
絡か

ら

ん
で
大お

お

物も
の

が
暗あ

ん

躍や
く

し
、
多お

お

く
の
逮た

い

捕ほ

、

有ゆ
う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

者し
ゃ

を
出だ

し
て
い
ま

す
。

　

政せ
い

府ふ

は
「
こ
の
罷ひ

免め
ん

審し
ん

議ぎ

が
起お

き
て
も
何な

ん

と
か
途と

中ち
ゅ
うで

潰つ
ぶ

し
て
く
れ
。
万ま

ん

一い
ち、
議ぎ

決け
つ

に
な
っ
た
ら
反は

ん

対た
い

し
て
否ひ

決け
つ

し
て
く
れ
」
と
頼た

の

み
ま
す
。

セ
ン
ト
ロ
ン
は
「
あ
ん
た
の
望の

ぞ

み
は
わ
か
っ
た
よ
。
で
、
反は

ん

対た
い

給き
ゅ
う
付ふ

は
何な

に

を
出だ

す
ん
だ
」

と
ネ
ゴ
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
大だ

い

臣じ
ん

の
す
ぐ
下し

た

ぐ

ら
い
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
役や

く

職し
ょ
くな
ど
が

提て
い

供き
ょ
うさ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
セ
ン
ト
ロ
ン
の
要よ

う

求き
ゅ
うは
も

っ
と
上う

え

、
大だ

い

臣じ
ん

自じ

身し
ん

と
か
政せ

い

府ふ

系け
い

銀ぎ
ん

行こ
う

の
総そ

う

裁さ
い

と
か
も
っ
と

「
お
い
し
い
ポ
シ
シ
ョ
ン
」
を

求も
と

め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対た

い

し
て
、「
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
は
利り

権け
ん

取と
り

引ひ
き

、
汚お

職し
ょ
くの

旧ふ
る

い
政せ

い

治じ

形け
い

態た
い

を
ぶ
ち
壊こ

わ

す
。

き
れ
い
な
新あ

た
ら
し
い
政せ

い

治じ

を
や

る
」
と
言い

っ
た
か
ら
支し

持じ

し

た
の
に
、「
何な

ん

だ
こ
の
ざ
ま
は
。

結け
っ

局き
ょ
く、
昔む

か
し
の
や
り
方か

た

に
逆

ぎ
ゃ
く

戻も
ど

り
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
今い

ま

ま
で

支し

持じ

し
て
き
た
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

に
強つ

よ

く
批ひ

判は
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
病

び
ょ
う

対た
い

策さ
く

だ
け
で
も

大た
い

変へ
ん

な
の
に
、
本ほ

ん

当と
う

な
ら
、

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う以い

下か

、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

が
一い

っ

緒し
ょ

に
な
っ
て
事じ

態た
い

解か
い

決け
つ

に
取と

り
組く

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
肝か

ん

心じ
ん

の
当と

う

時じ

者し
ゃ

が
こ

れ
で
は
、「
な
ん
て
こ
っ
ち
ゃ

…
」
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
聞き

い
て
い
た
八は

ち

さ

ん
が
口く

ち

を
挟は

さ

み
ま
し
た
。「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うだ
っ
て
、
そ
の
座ざ

を
失

う
し
な

え
ば
『
た
だ
の
人ひ

と

』
に
な
る
。

そ
り
ゃ
必ひ

っ

死し

で
座ざ

を
守ま

も

ろ
う

と
す
る
の
は
人に

ん

情じ
ょ
うだ
ろ
」。

　

ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
で
、

そ
れ
で
ど
う
な
る
か
、
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
説せ

つ

明め
い

で
、
大だ

い

体た
い

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは
分わ

か
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
？　

Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｉ
！
（
そ
れ
で
！
）、

結け
つ

論ろ
ん

を
申も

う

さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
完か

ん

全ぜ
ん

終し
ゅ
う

結け
つ

さ
せ
る
に
は
治ち

療り
ょ
う

薬や
く

、

ワ
ク
チ
ン
の
開か

い

発は
つ

が
必ひ

つ

要よ
う

で

す
。『
爆ば

く

弾だ
ん

が
落お

ち
て
く
る
か

ら
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

に
逃に

げ
込こ

む
』
の

で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
を
退た

い

治じ

で
き
る
数か

ず

少す
く

な
い
方ほ

う

策さ
く

で
す
。

で
も
、
ま
ず
短た

ん

時じ

日じ
つ

で
こ
れ

が
出で

て
く
る
望の

ぞ

み
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

も
う
一ひ

と
つ
の
解か

い

決け
つ

策さ
く

は
特と

っ

効こ
う

薬や
く

で
す
。
希き

望ぼ
う

が
持も

て
そ

う
と
名な

前ま
え

が
挙あ

げ
ら
れ
て
き

た
ク
ロ
ロ
キ
ナ
系け

い

の
薬く

す
りも
、
テ

ス
ト
し
た
結け

っ

果か

、
ど
う
や
ら

あ
ま
り
効こ

う

果か

は
無な

い
と
い
う

こ
と
が
分わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
期き

待た
い

の
ア
ビ
ガ
ン

も
増ぞ

う

産さ
ん

し
て
い
ま
す
が
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
そ
の
効こ

う

果か

に
自じ

信し
ん

が
な
い
。
サ
ン
プ
ル
程て

い

度ど

を

諸し
ょ

国こ
く

に
供

き
ょ
う

与よ

し
て
試た

め

し
て
も

ら
っ
て
い
る
程て

い

度ど

で
す
。
し
か

も
「
副ふ

く

作さ

用よ
う

が
出で

た
、
弁べ

ん

償し
ょ
う

し
ろ
」
と
言い

わ
れ
る
の
が
怖こ

わ

い

の
で
、
自じ

分ぶ
ん

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

供き
ょ
う与よ

せ

ず
、
世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

構こ
う

（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
を
経け

い

由ゆ

し
て
無む

償し
ょ
う

供き
ょ
う与よ

で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
当と

う

面め
ん

の

ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

は
、

つ
ぎ
の
二に

択た
く

に
な
り
ま
す
。

（
Ａ
）
保ほ

健け
ん

学が
く

者し
ゃ

が
言い

う
よ

う
な
隔か

く

離り

、
避ひ

難な
ん

策さ
く

で
行い

く

か
？

（
Ｂ
）
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

が
言い

う

よ
う
に
あ
る
程て

い

度ど

の
行こ

う

動ど
う

開か
い

放ほ
う

を
し
て
、
民み

ん

衆し
ゅ
うの
働は

た
ら
き
た

い
意い

欲よ
く

に
こ
た
え
る
か
？

　

で
す
が
、
残ざ

ん

念ね
ん

も
う
先さ

き

を

述の

べ
る
時じ

間か
ん

、
紙し

面め
ん

が
無な

く

な
り
ま
し
た
。
申も

う

し
訳わ

け

な
い

で
す
が
、
こ
の
答こ

た
え
は
次つ

ぎ

の
機き

会か
い

か
、
ま
た
は
専せ

ん

門も
ん

家か

の
偉え

ら

い
方か

た

の
見け

ん

解か
い

で
お
願ね

が

い
し
ま

す
。（
感か

ん

想そ
う

な
ど
を
お
寄よ

せ
下く

だ

さ
い
＝h

h
kom

agata@
gm
ail.com

）
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☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
にち

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
か

（日
にち

）から

	 5	 30	

☆ふらっとあの街
まち

 旅
たび

ラン 10 キロ☆
「京

きょう

都
と

 洛
らく

中
ちゅう

」
水
すい

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

1:00
　今

こん

回
かい

は京
きょう

都
と

・洛
らく

中
ちゅう

。最
さい

強
きょう

のパワースポットと
言

い

われている京
きょう

都
と

御
ご

所
しょ

周
しゅう

辺
へん

を走
はし

る。春
はる

の都
みやこ

大
おお

路
じ

を駆
か

け巡
めぐ

り、歴
れき

史
し

と文
ぶん

化
か

、そして土
と

地
ち

にみなぎ
るパワーを感

かん

じる。
　御

ご

所
しょ

前
まえ

をスタートし西
にし

に目
め

を向
む

けて走
はし

ると西
にし

陣
じん

の街
まち

に到
とう

着
ちゃく

。街
まち

を走
はし

ると機
はた

織
お

り機
き

の音
おと

が聞
き

こ
えてくる。機

はた

織
お

りのリズムに合
あ

わせるように堀
ほり

川
かわ

通
どおり

沿
ぞ

いを走
はし

り、陰
おん

陽
みょう

師
じ

・安
あ

倍
べの

晴
せい

明
めい

の邸
てい

宅
たく

跡
あと

で
ある晴

せい

明
めい

神
じん

社
じゃ

に立
た

ち寄
よ

る。女
じょ

性
せい

に人
にん

気
き

のパワー
スポットにお参

まい

りしたら、細
ほそ

い路
ろ

地
じ

に軒
のき

を連
つら

ね
る町

ちょう

家
か

を改
かい

装
そう

したカフェで一
ひと

息
いき

。北
きた

野
の

方
ほう

面
めん

へ向
む

かって人
ひと

々
びと

の苦
くる

しみを抜
ぬ

き去
さ

るとして信
しん

仰
こう

され
ている釘

くぎ

抜
ぬき

地
じ

蔵
ぞう

に立
た

ち寄
よ

ったり、「太
ふと

くて長
なが

い人
じん

生
せい

を」という願
ねが

いが込
こ

められている北
きた

野
の

名
めい

物
ぶつ

の
一
いっ

本
ぽん

うどんを食
た

べたり。街
まち

の人
ひと

々
びと

とおしゃべり
も楽

たの

しみながら伝
でん

承
しょう

の生
う

まれた時
じ

代
だい

に思
おも

いをは
せる。京

きょう

都
と

で最
もっと

も歴
れき

史
し

のあるかつての花
はな

街
まち

「上
かみ

七
ひち

軒
けん

」へも足
あし

を向
む

けて、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の面
おも

影
かげ

が残
のこ

る
茶
ちゃ

屋
や

を走
はし

り束
つか

の間
ま

のタイムスリップ。そして菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

公
こう

をまつっている全
ぜん

国
こく

天
てん

満
まん

宮
ぐう

の総
そう

本
ほん

社
しゃ

「北
きた

野
の

天
てん

満
まん

宮
ぐう

」でゴール。

☆にっぽん百
ひゃく

名
めい

山
さん

☆
御

ご

在
ざい

所
しょ

岳
だけ

（標
ひょう

高
こう

1212m 三
み

重
え

・滋
し

賀
が

）
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 3:30
　鈴

すず

鹿
か

山
さん

脈
みゃく

の主
しゅ

峰
ほう

・御
ご

在
ざい

所
しょ

岳
だけ

の春
はる

。花
はな

咲
さ

き、躍
やく

動
どう

する生
い

き物
もの

たちを楽
たの

しみながらの山
やま

旅
たび

。花
か

崗
こう

岩
がん

質
しつ

の山
やま

には巨
きょ

岩
がん

や奇
き

岩
がん

が点
てん

在
ざい

し、浸
しん

食
しょく

された
渓
けい

流
りゅう

には滝
たき

が落
お

ちる。変
へん

化
か

に富
と

んだダイナミッ
クな地

ち

形
けい

に、多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な植
しょく

物
ぶつ

が見
み

られる。桜
さくら

や
サラサドウダン、シロヤシオなどのツツジ、こ
の山

やま

で発
はっ

見
けん

されたイナモリソウなどの花
はな

々
ばな

を楽
たの

しみながら山
さん

頂
ちょう

を目
め

指
ざ

す。登
と

山
ざん

道
どう

沿
ぞ

いでは、野
や

生
せい

のカモシカや天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

キリシマミドリシジ
ミの幼

よう

虫
ちゅう

と出
で

会
あ

う。断
だん

崖
がい

の上
うえ

から遠
とお

く望
のぞ

む富
ふ

士
じ

山
さん

、山
やま

の上
うえ

から見
み

渡
わた

す琵
び

琶
わ

湖
こ

や伊
い

勢
せ

湾
わん

と大
だい

満
まん

足
ぞく

の眺
ちょう

望
ぼう

。「動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の宝
ほう

庫
こ

」をめぐり、「巨
きょ

岩
がん

・奇
き

岩
がん

」に大
だい

地
ち

の鼓
こ

動
どう

を感
かん

じる山
やま

旅
たび

だ。

☆歴
れき

史
し

秘
ひ

話
わ

ヒストリア☆
「富

と

山
やま

の薬
くすり

売
う

り　知
ち

恵
え

とまごころの商
しょう

売
ばい

道
どう

」
水
すい

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:30 ☆ネーミングバラエティー　日
に

本
ほん

人
じん

の
おなまえっ！☆

「スゴすぎるレア名
みょう

字
じ

」
木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

7:57（再
さい

）午
ご

後
ご

10：05
　レア名

みょう

字
じ

の最
さい

高
こう

峰
ほう

、名
みょう

字
じ

専
せん

門
もん

家
か

の森
もり

岡
おか

先
せん

生
せい

も
心
しん

底
そこ

驚
おどろ

いた超
ちょう

レア名
みょう

字
じ

が続
ぞく

々
ぞく

登
とう

場
じょう

！しかも、あ
まりに聞

き

き慣
な

れないため名
みょう

字
じ

と思
おも

われないもの
ばかり。例

たと

えば、「未
み

確
かく

認
にん

生
せい

物
ぶつ

すぎるレア名
みょう

字
じ

」。
ある伝

でん

説
せつ

の生
い

き物
もの

そのものが名
みょう

字
じ

に。「見
み

た目
め

が
期

き

待
たい

されるのでハードルが高
たか

すぎるレア名
みょう

字
じ

」
の家

か

族
ぞく

にも取
しゅ

材
ざい

。どんな漢
かん

字
じ

なのか話
はな

しただけ
では伝

つた

わらないので説
せつ

明
めい

しなければならず、そ
のたびに「ハードルが高

たか

いな…」と思
おも

ってしま
うという。

☆サイエンスＺＥＲＯ☆
「細

さい

胞
ぼう

の息
い

吹
ぶき

をとらえろ！ “電
でん

子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

の達
たつ

人
じん

” 甲
こう

賀
が

大
だい

輔
すけ

」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

1:00
　オンリーワンの知

ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を武
ぶ

器
き

に、科
か

学
がく

の最
さい

先
せん

端
たん

を切
き

り開
ひら

くスペシャリストたちの技
わざ

とこだ
わりに迫

せま

る、新
しん

シリーズ “科
か

学
がく

の達
たつ

人
じん

”。今
こん

回
かい

の
主
しゅ

人
じん

公
こう

は「電
でん

子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

の達
たつ

人
じん

」、旭
あさひ

川
かわ

医
い

科
か

大
だい

学
がく

准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

の甲
こう

賀
が

大
だい

輔
すけ

さん。「唯
ゆい

一
いつ

無
む

二
に

」と呼
よ

ばれる撮
さつ

影
えい

技
ぎ

術
じゅつ

を駆
く

使
し

し、細
さい

胞
ぼう

内
ない

部
ぶ

の微
び

細
さい

な構
こう

造
ぞう

を生
い

き生
い

きと映
うつ

し出
だ

す。写
しゃ

真
しん

を一
ひと

目
め

見
み

れば「甲
こう

賀
が

の作
さく

品
ひん

だ」
とわかるという、その磨

みが

き上
あ

げられた技
わざ

とこだわ
りの背

はい

景
けい

には、２つの運
うん

命
めい

的
てき

な出
で

会
あ

いがあった。

☆世
せ

界
かい

はほしいモノにあふれてる
～旅

たび

するバイヤー　極
ごく

上
じょう

リスト～☆
「おうち時

じ

間
かん

を心
ここ

地
ち

よく（４）世
せ

界
かい

のくつろ
ぎティータイム」
木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:30

☆美
び

の壺
つぼ

☆
「階

かい

段
だん

」
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3：30
　上

のぼ

る人
ひと

を優
ゆう

雅
が

にさせる劇
げき

場
じょう

の「らせん階
かい

段
だん

」、

☆土
ど

曜
よ う

ドラマ「路
ル ウ

～台
た い

湾
わ ん

エクスプレス
～」☆

＜終
しゅう

＞（３）
土

ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

9:00
　2005 年

ねん

、台
たい

湾
わん

新
しん

幹
かん

線
せん

の開
かい

業
ぎょう

予
よ

定
てい

日
び

が迫
せま

る中
なか

、
いよいよ走

そう

行
こう

試
し

験
けん

がスタートする。春
はる

香
か

（波
は

瑠
る

）
たちは工

こう

程
てい

の遅
おく

れを挽
ばん

回
かい

するため必
ひっ

死
し

に取
と

り組
く

むが、安
あん

全
ぜん

性
せい

の確
かく

認
にん

に予
よ

想
そう

以
い

上
じょう

の時
じ

間
かん

がかかる
ことが判

はん

明
めい

。技
ぎ

術
じゅつ

面
めん

での折
せっ

衝
しょう

を一
いっ

手
て

に引
ひ

き受
う

け
てきた安

あん

西
ざい

（井
い

浦
うら

新
あらた

）の疲
つか

れはすでに限
げん

界
かい

に達
たっ

していた。そんな中
なか

、日
に

本
ほん

の新
しん

聞
ぶん

が開
かい

業
ぎょう

延
えん

期
き

の
スクープ記

き

事
じ

を掲
けい

載
さい

し大
おお

きな波
は

紋
もん

を呼
よ

ぶ。果
は

た
して夢

ゆめ

の超
ちょう

特
とっ

急
きゅう

は台
たい

湾
わん

の大
だい

地
ち

を走
はし

ることができ
るのだろうか…。

☆Ｔｒａｉｌｓ　ｔｏ　Ｏｉｓｈｉｉ　
Ｔｏｋｙｏ☆

「かじき」
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

2:25
　外

がい

国
こく

人
じん

レポーターが日
に

本
ほん

の食
しょく

材
ざい

の魅
み

力
りょく

を紹
しょう

介
かい

。
今
こん

回
かい

紹
しょう

介
かい

するのは、その独
どく

特
とく

なフォルムで知
し

ら
れる海

うみ

の王
おう

者
じゃ

“かじき”。冬
ふゆ

、脂
あぶら

がのったかじきは、
旬
しゅん

を迎
むか

える。その味
あじ

は、まぐろにも引
ひ

けをとら
ないおいしさ。イギリス人

じん

のガウが朝
あさ

市
いち

で知
し

ら
れる千

ち

葉
ば

県
けん

勝
かつ

浦
うら

を訪
たず

ね、伝
でん

統
とう

の漁
ぎょ

法
ほう

や海
うみ

の恵
めぐ

み
を存

ぞん

分
ぶん

に生
い

かした豪
ごう

快
かい

な漁
りょう

師
し

料
りょう

理
り

をいただく。

「フェデラーの一瞬」（共同）

「ペスト」（共同）

普
遍
求
め
た
新
た
な
在
日
文
学

　
【
共
同
】
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

は
も
ち
ろ
ん
、
会
場
に
足
を

運
ん
で
臨
場
感
を
得
た
い
。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
を
受
け
需
要
が
増
加

し
て
い
る
「
疫
病
文
学
」
の

中
で
も
、
圧
倒
的
な
人
気
だ
。

フ
ラ
ン
ス
で
１
９
４
７
年
に

発
表
さ
れ
て
か
ら
７
０
年
あ

「
あ
な
た
が
私
を
竹
槍
で

  

突
き
殺
す
前
に
」

             

の
李
龍
徳
さ
ん

私
た
ち
も
ま
た
歴
史
の
一
部 「自分が被害者になるだけではなく、

加害者になるかもしれないという恐怖
心もある」と話す李龍徳さん （共同）

　
【
共
同
】
月
刊
誌
に
昨
年

掲
載
さ
れ
た
村
上
春
樹
さ
ん

の
寄
稿
が
、
小
さ
な
本
に
な
っ

た
。

　

村
上
さ
ん
が
あ
ま
り
語
っ

て
こ
な
か
っ
た
自
身
の
父
親
に

つ
い
て
、
生
い
立
ち
や
戦
時

中
の
体
験
を
詳
細
に
記
し
話

題
と
な
っ
た
本
稿
。
雑
誌
に

は
載
っ
て
い
た
父
親
や
少
年

期
の
自
身
の
写
真
は
な
く
、

「
フ
ェ
デ
ラ
ー
の
一
瞬
」

精
緻
で
躍
動
的
な
プ
レ
ー
描
写

（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
著
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
重
夫
訳
）

「
猫
を
棄
て
る
」（
村
上
春
樹
著
）

　
【
共
同
】
他
人
ご
と
で
は

い
ら
れ
な
い
。
在
日
韓
国
人

３
世
の
作
家
李
龍
徳
さ
ん
が

新
作
で
描
い
た
の
は
、
近
未

来
の
日
本
を
舞
台
に
、
吹
き

荒
れ
る
差
別
に
あ
ら
が
う
在

日
コ
リ
ア
ン
ら
の
青
春
群
像
。

「
世
界
的
に
排
外
主
義
の
機

運
が
高
ま
る
中
、
俺
が
書
か

な
い
で
誰
が
書
く
の
か
と
い

う
気
持
ち
だ
っ
た
。
時
代
に

書
か
さ
れ
た
気
が
す
る
」
と

語
る
。

　
「
排
外
主
義
者
た
ち
の
夢

は
叶
っ
た
」。
憎
悪
に
よ
る
事

件
の
連
鎖
を
経
て
、
韓
国
に

悪
感
情
を
抱
く
日
本
国
民
は

９
割
近
く
に
。
特
別
永
住
者

制
度
は
廃
止
、
外
国
人
へ
の

生
活
保
護
も
違
法
と
な
り
、

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が
横

行
す
る
中
、
大
阪
・
鶴

橋
は
要
塞
都
市
化
し

た
。
韓
国
人
と
日
本

人
の
間
に
生
ま
れ
た
柏

木
太
一
は
在
日
コ
リ
ア

ン
の
生
存
権
を
守
る
た

め
、
あ
る
計
画
を
秘
密

裏
に
進
め
る
。

　

描
か
れ
る
「
在
日
」

は
多
様
だ
。
太
一
の
国

籍
は
日
本
。
韓
国
へ
の
「
帰

国
組
」
も
登
場
し
、
そ
の
中

に
は
在
日
韓
国
人
と
結
婚
し

て
韓
国
籍
を
取
得
し
た
女
性

も
い
る
。「『
在
日
』
と
ひ
と

く
く
り
に
さ
れ
る
の
が
悔
し

い
。
い
ろ
ん
な
背
景
や
思
想

が
あ
る
っ
て
い
う
の
を
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
示
し
た
か
っ

た
」

　

そ
ん
な
多
彩
な
登
場
人
物

の
間
の
会
話
劇
が
、
時
と
場

所
を
変
え
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
。「
実

生
活
や
背
景
が
絡
み
合
っ
た

思
想
を
書
け
る
の
が
小
説
」

と
話
す
通
り
、
不
当
な
境
遇

や
変
革
の
方
途
に
対
す
る
思

い
が
交
錯
。
そ
の
ス
リ
リ
ン

グ
さ
は
ど
こ
か
、「
思
春
期
に

没
頭
し
血
肉
に
な
っ
た
」
と

い
う
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

「
ペ
ス
ト
」 

不
条
理
に
あ
ら
が
い
続
け
る

（
カ
ミ
ュ
著
、
宮
崎
嶺
雄
訳
）

台
湾
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
で
漫
画
家
、
高
妍
（
ガ

オ
・
イ
ェ
ン
）
さ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
が
多
数
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

村
上
さ
ん
の
父
親
は
京
都

市
の
寺
の
次
男
。
俳
句
を
た

し
な
む
学
問
好
き
の
青
年

だ
っ
た
が
、
２
０
歳
で
徴
兵

さ
れ
、
中
国
の
戦
線
へ
。
戦

後
は
京
都
大
の
大
学
院
に
進

学
し
た
も
の
の
、
家
族
を
養

　おうち時
じ

間
かん

を彩
いろど

る世
せ

界
かい

の知
ち

恵
え

を紹
しょう

介
かい

するシ
リーズ、第

だい

４回
かい

は「世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

のティータイム」
を通

つう

じて、自
じ

宅
たく

で心
ここ

地
ち

よく過
す

ごすヒントを探
さぐ

る。
イギリスでは伝

でん

説
せつ

のデザイナーが手
て

がけた珠
しゅ

玉
ぎょく

のティーセットなど、奥
おく

深
ぶか

いティー文
ぶん

化
か

を堪
たん

能
のう

。
正
せい

統
とう

派
は

アフタヌーンティーのマナー講
こう

座
ざ

も。北
ほく

欧
おう

デンマークでは王
おう

室
しつ

御
ご

用
よう

達
たし

のブレンドティー
や抹

まっ

茶
ちゃ

を使
つか

った新
しん

感
かん

覚
かく

ティーなど独
どく

自
じ

の文
ぶん

化
か

を
紹
しょう

介
かい

。大
たい

切
せつ

な人
ひと

と過
す

ごすくつろぎの時
じ

間
かん

＝ヒュッ
ゲの極

ごく

意
い

もお届
とど

け。

人
ひと

が集
つど

う街
まち

の「大
だい

階
かい

段
だん

」、聖
せい

と俗
ぞく

をわける神
じん

社
じゃ

の
「石

いし

階
かい

段
だん

」…階
かい

段
だん

は「建
けん

築
ちく

の中
なか

で、人
ひと

の精
せい

神
しん

と体
からだ

に最
もっと

も触
ふ

れる場
ば

所
しょ

」の一
ひと

つといわれる。手
て

すりの
感
かん

触
しょく

で心
こころ

をつかみ、段
だん

の高
たか

さによってステップ
のリズムを操

あやつ

り、上
のぼ

るごとに視
し

界
かい

を変
へん

化
か

させて
異

い

空
くう

間
かん

へ誘
さそ

う。素
そ

材
ざい

や用
よう

途
と

、作
つく

られた年
ねん

代
だい

、見
み

る角
かく

度
ど

によって、多
た

彩
さい

な表
ひょう

情
じょう

を見
み

せてくれるこ
とも魅

み

力
りょく

。用
よう

と美
び

を兼
か

ね備
そな

えた、めくるめく階
かい

段
だん

の世
せ

界
かい

を堪
たん

能
のう

する。

作
品
を
想
起
さ
せ
る
。

　

終
盤
、
太
一
の
驚
き
の
計

画
が
明
か
さ
れ
る
。「
ど
う
し

た
ら
一
般
庶
民
が
世
の
中
の

流
れ
を
変
え
ら
れ
る
の
か
を

考
え
、
こ
れ
し
か
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
た
」。
そ
の
果

て
に
待
つ
悲
劇
的
な
結
末
が
、

正
し
さ
と
は
何
な
の
か
、
読

者
に
重
い
問
い
を
投
げ
掛
け

る
。

　

目
指
し
た
の
は
「
在
日
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
正
面
か
ら

向
き
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
を

突
き
抜
け
て
い
く
文
学
だ
と

い
う
。「
在
日
韓
国
人
の
悲
し

み
だ
け
を
描
い
て
終
わ
ら
せ

た
く
な
か
っ
た
。
新
し
い
在

日
文
学
と
し
て
普
遍
性
を
求

め
た
」。
理
路
整
然
と
し
て
い

る
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
―
。

つ
ぶ
て
の
よ
う
な
言
葉
に
「
文

学
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
リ
ズ
ム
で
あ

る
べ
き
だ
」
と
の
思
い
が
に

じ
む
。

　
（「
あ
な
た
が
私
を
竹
槍
で

突
き
殺
す
前
に
」
は
河
出
書

房
新
社
・
２
５
３
０
円
）

う
た
め
学
業
を
断
念
し
、

国
語
教
師
に
な
っ
た
と
い

う
。

　

断
た
れ
た
夢
を
息
子

に
託
そ
う
と
し
た
父
親

の
「
期
待
」
に
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
複
雑
な

心
境
も
、
村
上
さ
ん
は
つ

づ
る
。
最
近
は
ラ
ジ
オ
出

演
な
ど
表
舞
台
に
出
て
く

る
機
会
が
増
え
た
と
は
い

え
、
私
的
な
事
柄
を
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
包
み
隠
さ
ず
明
か

し
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て

驚
か
さ
れ
る
。

　

父
親
が
毎
朝
熱
心
に
お
経

を
唱
え
て
い
た
理
由
、
一
度

だ
け
語
っ
た
部
隊
で
の
中
国

兵
処
刑
の
記
憶
、
ち
ょ
っ
と

の
違
い
で
あ
り
得
た
別
の
運

命
…
。
２
０
０
８
年
に
９
０

歳
で
亡
く
な
っ
た
父
親
の
足

「猫を棄てる　父親について
語るとき」（共同）

跡
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
る

の
は
、
村
上
さ
ん
が
、
そ
し

て
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
途

方
も
な
い
偶
然
の
積
み
重
ね

の
結
果
生
ま
れ
た
存
在
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

終
盤
、
村
上
さ
ん
は
「
歴

史
」
に
言
及
す
る
。
こ
こ
で

い
う
歴
史
と
は
、
教
科
書
の

よ
う
な
過
去
に
つ
い
て
の
記

述
の
こ
と
で
は
な
く
、
無
数

の
人
々
が
生
き
て
き
た
、
そ

の
集
積
の
こ
と
だ
ろ
う
。
だ

と
す
れ
ば
、
私
た
ち
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
、
今
生
き
て
い

る
こ
と
も
歴
史
の
一
部
だ
。

そ
う
思
い
至
っ
た
と
き
、「
歴

史
を
受
け
継
ぐ
」
と
い
う
よ

く
耳
に
す
る
標
語
の
よ
う
な

言
葉
が
、
内
実
の
あ
る
も
の

に
変
化
し
て
い
く
。

　

短
い
け
れ
ど
、
作
家
の
人

間
観
、
世
界
観
が
ぎ
ゅ
っ
と

詰
ま
っ
た
一
冊
は
、
今
後
の

作
品
の
解
読
に
も
影
響
を
与

え
そ
う
だ
。（
哉
）

　
（
文
芸
春
秋
・
１
３
２
０

円
）

ま
り
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の

代
表
作
は
今
も
色
あ
せ
て
い

な
い
。

　

舞
台
と
な
る
の
は
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
港
町
オ
ラ
ン
。
ネ
ズ

ミ
の
大
量
死
を
前
触
れ
に
ペ

ス
ト
が
猛
威
を
振
る
い
、
町

は
封
鎖
。
主
人
公
の
医
師
リ

ウ
ー
は
有
志
に
よ
り
組
織
さ

れ
た
「
保
健
隊
」
と
協
力
し
、

疫
病
に
立
ち
向
か
う
。

　

英
雄
は
現
れ
な
い
。
解
決

策
も
見
つ
か
ら
な
い
。
生
身

の
人
間
の
死
が
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
く
の
を
前
に
、
そ
の

不
条
理
に
あ
ら
が
う
た
め
、

思
想
も
立
場
も
異
な
る
人
々

が
力
を
合
わ
せ
る
。
リ
ウ
ー

は
ペ
ス
ト
を
「
際
限
な
く
続

く
敗
北
」
と
評
し
つ
つ
、
言

う
。「
そ
れ
だ
か
ら
っ
て
、
戦

い
を
や
め
る
理
由
に
は
な
り

ま
せ
ん
」

　

新
潮
社
の
広
報
担
当
者

に
よ
る
と
、
２
月
に
入
っ
た

こ
ろ
か
ら
売
り
上
げ
が
伸

び
、
４
月
ま
で
に
計
１
０
回

２
７
万
４
千
部
の
増
刷
が
決

定
。
読
者
は
性
別
を
問
わ

ず
、
地
域
、
年
齢
も
幅
広
い
。

「
不
条
理
を
ど
う
生
き
抜
く

か
、
心
構
え
の
ヒ
ン
ト
を
求

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

み
る
。

　

高
校
時
代
に
読
み
「
生
涯

の
一
冊
」
と
し
て
胸
に
刻
ま

れ
た
一
人
と
し
て
、
少
し
で

も
多
く
の
人
が
手
に
取
る
こ

と
を
筆
者
も
願
っ
て
い
る
。

　
（
新
潮
文
庫
・
８
２
５
円
）

だ
が
そ
う
し
て
ば
か
り
も
い

ら
れ
な
い
の
で
、
多
く
の
場

合
は
テ
レ
ビ
で
楽
し
む
。
な

ら
ば
時
に
文
章
で
は
ど
う

か
。
本
書
は
、
精
緻
で
躍
動

的
な
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
の
描
写

が
深
く
印
象
に
残
る
エ
ッ

セ
ー
集
だ
。

　

著
者
は
「
２
０
世
紀
最
後

の
大
作
家
」
と
称
さ
れ
な
が

ら
、
２
０
０
８
年
に
自
ら
命

を
絶
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

フ
ォ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
。

少
年
時
代
は
テ
ニ
ス
選
手
と

し
て
活
躍
し
、
大
学
で
は
論

理
学
と
数
学
を
専
攻
し
た
と

い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。

　

表
題
作
で
は
、
４
０
歳
を

前
に
し
な
が
ら
も
、
い
ま

だ
テ
ニ
ス
界
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ェ
デ

ラ
ー
を
解
剖
し
て
み
せ
る
。

テ
ニ
ス
を
「
走
り
な
が
ら
打

つ
チ
ェ
ス
」
と
考
え
る
著
者

は
、
彼
の
卓
越
性
を
並
外
れ

た
「
運
動
神
経
性
感
覚
」
だ

け
で
な
く
「
知
性
」
に
求
め

る
。
そ
の
目
の
覚
め
る
よ
う

な
決
定
打
に
は
、
数
回
前
の

シ
ョ
ッ
ト
か
ら
「
伏
線
」
が

仕
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
れ
を
証
明
す
る
の
が
、

０
６
年
の
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン

選
手
権
決
勝
だ
。
当
時
世
界

ナ
ン
バ
ー
２
の
ナ
ダ
ル
に
対

し
、
フ
ェ
デ
ラ
ー
は
あ
る

ラ
リ
ー
で
「
ふ
わ
り
と
浮
く

ボ
ー
ル
」
を
数
回
同
じ
コ
ー

ス
に
繰
り
返
す
。
著
者
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
は
「
催
眠
術
」

で
あ
り
、
最
後
の
「
誰
も
予

想
で
き
な
い
ほ
ど
鋭
角
の

シ
ョ
ッ
ト
」
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

　
「
ボ
ー
ル
が
霞
ん
で
し
ま

う
ほ
ど
ト
ッ
プ
ス
ピ
ン
が
か

か
っ
て
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

す
ぐ
内
側
に
浅
く
落
ち
、
バ

ウ
ン
ド
す
る
や
跳
ね
て
手
に

負
え
な
い
」。
翻
訳
の
妙
も

あ
ろ
う
が
、
何
と
も
美
し
く

リ
ズ
ム
感
が
あ
る
文
章
だ
。

　

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
今

年
の
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
選
手

権
は
中
止
と
な
っ
た
。
２
度

の
世
界
大
戦
以
外
で
は
初
め

て
だ
。
芝
の
コ
ー
ト
を
自
在

に
駆
け
る
フ
ェ
デ
ラ
ー
は
、

テ
レ
ビ
で
も
拝
め
な
い
。

　

テ
ニ
ス
フ
ァ
ン
に
と
っ
て

は
断
腸
の
思
い
だ
が
、
こ
の

エ
ッ
セ
ー
の
流
れ
る
よ
う
な

筆
致
の
描
写
を
味
わ
い
な
が

ら
、
流
行
の
終
息
を
待
ち
た

い
。（
ろ
）

　
（
河
出
書
房
新
社
・

３
５
２
０
円
）

　客
きゃく

の家
いえ

々
いえ

に薬
くすり

を置
お

かせてもらい、定
てい

期
き

的
てき

に訪
たず

ねては使
つか

った分
ぶん

だけ代
だい

金
きん

を受
う

け取
と

る「富
と

山
やま

の薬
くすり

売
う

り」。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、富
と

山
やま

藩
はん

の人
ひと

々
びと

が始
はじ

めた独
どく

創
そう

的
てき

なビジネスだ。富
と

山
やま

はもともと、自
し

然
ぜん

や立
りっ

地
ち

な
ど「製

せい

薬
やく

」に向
む

いた土
と

地
と

だった。しかし「富
と

山
やま

の薬
くすり

売
う

り」が現
げん

在
ざい

も続
つづ

く商
しょう

売
ばい

となりえた理
り

由
ゆう

は、
それだけではない。いちばんは知

ち

恵
え

とまごころ
を尽

つ

くし日
に

本
ほん

中
じゅう

を駆
か

け回
まわ

った富
と

山
やま

人
じん

の商
あきな

いへの
情
じょう

熱
ねつ

―！ついには時
じ

代
だい

をも動
うご

かした、名
な

もなき
人
ひと

々
びと

の感
かん

動
どう

秘
ひ

話
わ

。

　春
はる

の京
きょう

都
と

パワースポットを満
まん

喫
きつ

！心
こころ

もお腹
なか

も
満

み

たされる 10キロラン。

（４）２０２０年 第５４８７号	 ５月	１４日	（木曜日）



政
府
、新
型
コ
ロ
ナ
で
初

　
【
共
同
】
政
府
は
１
３
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
４
７
都

道
府
県
に
発
令
し
た
緊
急
事
態
宣
言
に
つ
い
て
、
３
９
県
で
解
除
す
る
方
針
を
固
め
た
。

重
点
的
な
対
策
が
必
要
な
１
３
の「
特
定
警
戒
都
道
府
県
」の
う
ち
茨
城
、石
川
、岐
阜
、

愛
知
、
福
岡
の
５
県
と
特
定
警
戒
以
外
の
３
４
県
が
対
象
。
１
４
日
の
政
府
対
策
本

部
で
決
定
す
る
。
４
月
７
日
に
７
都
府
県
に
宣
言
を
発
令
し
、
１
６
日
に
全
国
に
拡
大

し
て
以
降
、
解
除
は
初
め
て
。
ま
ん
延
防
止
の
た
め
制
限
し
て
き
た
社
会
経
済
活
動
の

段
階
的
再
開
を
図
り
た
い
考
え
だ
。

特
定
警
戒
の
石
川
も
対
象

任
意
聴
取
に
買
収
行
為
を
否

定
し
て
い
る
。

　

検
察
当
局
は
東
京
地
検
特

捜
部
の
検
事
も
投
入
し
、
克

行
氏
の
逮
捕
状
請
求
を
視
野

に
入
れ
て
捜
査
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
緊
急

事
態
宣
言
が
出
て
い
る
状
況

や
、
国
会
議
員
の
不
逮
捕
特

権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
会
開

会
中
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

在
宅
起
訴
の
選
択
も
含
め
て
、

立
件
の
時
期
を
見
極
め
る
も

　
【
共
同
】
自
民
党
の
河
井
案

里
参
院
議
員
（
４
６
）
＝
広

島
選
挙
区
＝
が
初
当
選
し
た

昨
年
７
月
の
参
院
選
を
巡
り
、

夫
で
前
法
相
の
克
行
衆
院
議
員

（
５
７
）
＝
自
民
、
広
島
３

区
＝
が
地
元
議
員
ら
に
現
金

を
配
っ
た
と
し
て
、
検
察
当
局

が
公
選
法
違
反
（
買
収
）
の

疑
い
で
克
行
氏
を
立
件
す
る

方
針
を
固
め
た
こ
と
が
１
２

日
、
関
係
者
へ
の
取
材
で
分

か
っ
た
。
案
里
氏
の
同
じ
容
疑

で
の
立
件
も
慎
重
に
検
討
す

る
。
配
っ
た
総
額
は
１
千
万

円
前
後
に
上
る
可
能
性
が
あ

検
察
、配
布
額
１
千
万
円
前
後

よ
う
だ
。
会
期
は
６
月
１
７

日
ま
で
だ
が
、
延
長
も
可
能

だ
。

　

昨
年
７
月
の
参
院
選
で
自

民
党
は
広
島
選
挙
区
で
２
議

席
独
占
を
狙
い
、
党
本
部
が

主
導
し
案
里
氏
を
擁
立
。
案

里
氏
が
初
当
選
す
る
一
方
、
溝

手
氏
は
落
選
し
た
。

　

広
島
地
検
は
今
年
３
月
、

車
上
運
動
員
１
４
人
に
違
法

な
報
酬
を
支
払
っ
た
と
し
て
、

公
選
法
違
反
（
買
収
）
の
罪

経
済
活
動
、段
階
的
再
開
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

前
法
相
、買
収
容
疑
で
立
件
へ

自
民
１
・５
億
円
原
資
か

に
お
い
と
味
、大
幅
に
低
下

街
角
景
気
、過
去
最
低
を
更
新

コ
ロ
ナ
患
者
４
千
人
調
査

４
月
、
コ
ロ
ナ
で
２
カ
月
連
続

野
党
党
首
、特
例
除
外
迫
る

新
型
コ
ロ
ナ
、感
染
弱
者
直
撃

検
察
官
定
年
法
、採
決
先
送
り

介
護
施
設
で
死
亡
全
体
の
１
４
％

案
を
国
会
提
出
。
検
察
官
が

６
３
歳
で
役
職
か
ら
外
れ
る

「
役
職
定
年
制
」
に
、
内
閣

や
法
相
が
認
め
れ
ば
幹
部
ポ

ス
ト
に
残
る
特
例
を
盛
り
込

ん
だ
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
は

　
【
共
同
】
米
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
立
大
や
東
京
大
な
ど

の
５
０
カ
国
以
上
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
１
３
日
ま
で
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
約
４
千
人
の
調
査
で
、

に
お
い
や
味
の
感
覚
の
大
幅
な

低
下
が
確
認
さ
れ
た
と
す
る

研
究
結
果
を
公
表
し
た
。
新

　
【
共
同
】
内
閣
府
が
１
３

日
発
表
し
た
４
月
の
景
気
ウ

オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
は
、
街
角

の
景
気
実
感
を
示
す
現
状
判

断
指
数
（
季
節
調
整
値
）
が

前
月
比
６
・３
ポ
イ
ン
ト
下
落

の
７
・
９
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
巡
り
、

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

全
国
的
に
経
済
が
停
滞
し
た

こ
と
が
影
響
し
た
。
指
数
は

５
０
未
満
な
ら
景
気
が
下
向

き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
３
カ

月
連
続
の
大
幅
な
悪
化
と
な

り
、
比
較
可
能
な
２
０
０
２

年
以
降
、
２
カ
月
連
続
で
過

去
最
低
を
更
新
し
た
。

　

内
閣
府
は
基
調
判
断
を

３
カ
月
連
続
で
下
方
修
正
し
、

「
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
」
か
ら
「
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
中
で
、
さ
ら
に

悪
化
し
て
い
る
」
に
引
き
下

げ
た
。

　

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当

相
は
１
３
日
の
記
者
会
見
で
、

指
数
に
つ
い
て
「
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
時
を
は
る
か
に
下
回

り
、
悪
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
急

激
だ
」
と
述
べ
た
。

成田の出入国者数９９％減
大型連休中、過去最低

緊急事態きょう３９県解除

言
対
象
に
再
指
定
す
る
目
安

も
検
討
。専
門
家
の
中
で
は
、

具
体
的
な
数
値
基
準
を
示
す

こ
と
に
慎
重
な
意
見
が
出
て

い
る
と
い
う
。

　

首
相
は
５
月
４
日
、
緊
急

事
態
宣
言
の
期
限
を
当
初
の

６
日
か
ら
３
１
日
ま
で
延
長

す
る
と
発
表
。
１
４
日
を
め

ど
に
専
門
家
に
状
況
を
評
価

し
て
も
ら
い
、
可
能
と
判
断

す
れ
ば
期
限
を
待
た
ず
解
除

す
る
考
え
を
示
し
て
い
た
。

一
致
し
た
。
自
民
、
公
明
両

党
は
週
内
の
衆
院
通
過
を
目

指
す
が
、
特
例
の
除
外
に
は

応
じ
な
い
構
え
。
与
野
党
対

立
が
続
い
た
。

　

内
閣
委
で
武
田
良
太
行
政

改
革
担
当
相
は
、
異
例
の
人

事
と
な
っ
た
黒
川
弘
務
東
京

高
検
検
事
長
（
６
３
）
の
定

年
延
長
と
の
関
連
性
を
問
わ

れ
「
黒
川
氏
の
た
め
の
法
改

正
で
は
な
い
」
と
強
調
。
野

党
は
黒
川
氏
の
定
年
延
長
の

正
当
化
を
狙
っ
た
「
後
付
け
」

（
国
民
民
主
党
の
後
藤
祐
一

氏
）
だ
と
批
判
し
た
。

　

武
田
氏
は
検
察
官
定
年
延

長
の
検
討
経
過
を
聞
か
れ
る

と
「
法
務
省
の
職
員
で
な
い

の
で
具
体
的
に
言
え
な
い
」

な
ど
と
繰
り
返
し
た
。
延
長

の
要
件
と
な
る
「
内
閣
が
定

め
る
公
務
運
営
に
著
し
い
支

障
が
生
ず
る
事
由
」
は
現
時

点
で
定
ま
っ
て
い
な
い
と
答

弁
。
野
党
は
「
森
法
相
が
委

員
会
で
説
明
す
べ
き
だ
」
と

訴
え
た
。

　

一
方
、
森
氏
は
１
３
日
の

参
院
本
会
議
で
「
検
察
官

の
独
立
性
を
害
さ
ず
、
三
権

分
立
に
反
す
る
も
の
で
も
な

い
」
と
主
張
し
た
。
武
田
氏

も
内
閣
委
で
、
検
察
官
の

独
立
性
は
担
保
で
き
る
と
し

た
。

　

野
党
の
党
首
会
談
後
、
立

民
の
枝
野
幸
男
代
表
は
記
者

団
に
「
特
例
除
外
の
提
案
を

一
顧
だ
に
せ
ず
、
強
引
に
推

し
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は

断
固
容
認
で
き
な
い
」
と
政

権
の
姿
勢
を
非
難
し
た
。

　

自
民
の
森
山
裕
、
立
民
の

安
住
淳
両
国
対
委
員
長
は
国

会
内
で
会
談
。
安
住
氏
の
森

法
相
出
席
要
求
に
、
森
山

氏
は
「
議
論
が
蒸
し
返
さ
れ

る
」
と
難
色
を
示
し
、
平
行

線
を
た
ど
っ
た
。
１
４
日
に

内
閣
委
は
開
か
れ
な
い
見
通

し
で
、
与
党
は
１
５
日
の
委

員
会
採
決
を
狙
う
。
森
山
氏

は
週
内
の
衆
院
通
過
方
針
に

　
【
共
同
】
自
殺
防
止
に
取

り
組
む
全
国
の
支
援
団
体

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
し
た
相
談
電
話
を
寄
せ
る

人
が
４
月
以
降
急
増
し
て
い

る
。
雇
用
不
安
や
身
近
な
人

の
感
染
を
き
っ
か
け
に
、
心

身
の
不
調
を
訴
え
る
ケ
ー
ス

が
目
立
つ
。
感
染
拡
大
の
あ

お
り
を
受
け
活
動
が
制
限
さ

れ
る
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

相
談
員
た
ち
は
「
悩
ん
で
い

る
人
た
ち
に
寄
り
添
い
た
い
」

と
の
一
心
で
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　
「
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
が

見
え
ず
、
解
雇
さ
れ
そ
う
だ
」

「
家
族
が
感
染
し
た
。
死
に

た
い
ぐ
ら
い
悲
し
い
」

自殺相談、コロナ関連急増
雇用不安、４月から

つ
い
て
「
変
わ
ら
な
い
」
と

記
者
団
に
言
明
し
た
が
、
衆

院
本
会
議
の
採
決
は
来
週
に

ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る
。

　

政
府
は
検
察
庁
法
を
含
む

「
束
ね
法
案
」
と
し
て
改
正

亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
１
３

日
、
共
同
通
信
の
調
査
で
分

か
っ
た
。
死
者
は
い
ず
れ
も

入
所
者
で
、
職
員
は
ゼ
ロ
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
国

内
の
死
者
（
８
日
時
点
、
ク

ル
ー
ズ
船
の
死
者
を
除
く
）

は
全
体
で
５
５
７
人
。
全
体

の
死
者
数
の
う
ち
、
介
護
施

設
で
の
死
者
数
は
約
１
４
％

で
、
７
人
に
１
人
に
上
っ
た
。

　

厚
労
省
は
感
染
者
や
死

者
の
詳
細
な
分
析
結
果
を
公

表
し
て
お
ら
ず
、
介
護
施
設

で
の
全
国
的
な
死
者
数
も
不

明
だ
っ
た
。
高
齢
者
は
特
に

重
症
化
や
死
亡
リ
ス
ク
が
高

い
「
感
染
弱
者
」
と
さ
れ
る
。

マ
ス
ク
や
防
護
服
の
不
足
も

深
刻
で
、
一
気
に
大
規
模
な

ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）

と
な
り
、
直
撃
し
た
形
だ
。

海
外
で
は
「
介
護
崩
壊
」
が

起
き
て
お
り
、
日
本
で
も
対

策
が
急
務
と
な
る
。

　

調
査
は
都
道
府
県
、
政
令

市
、
中
核
市
、
東
京
２
３

区
の
計
１
５
０
自
治
体
を
対

象
に
８
日
時
点
の
状
況
を
尋

ね
、
１
４
６
自
治
体
か
ら
回

答
を
得
た
。
富
山
市
の
死
者

数
は
未
回
答
だ
っ
た
た
め
、

取
材
に
基
づ
き
算
出
し
た
。
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【
共
同
】
高
齢
者
が
入
所

す
る
介
護
施
設
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

入
所
者
、
職
員
は
８
日
時
点

で
少
な
く
と
も
計
７
０
０
人

お
り
、
こ
の
う
ち
７
９
人
が

型
コ
ロ
ナ
の
早
期
発
見
に
役
立

て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

調
査
対
象
は
欧
州
を
中

心
に
検
査
で
陽
性
だ
っ
た
約

１
４
０
０
人
と
、
医
師
が

新
型
コ
ロ
ナ
と
診
断
し
た
約

２
６
０
０
人
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
で
患
者
が

質
問
に
回
答
。
感
染
す
る

前
と
感
染
の
最
中
で
嗅
覚
と

味
覚
を
そ
れ
ぞ
れ
０
点
か
ら

１
０
０
点
ま
で
で
自
己
評
価

し
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
嗅
覚
は
平
均

で
９
０
点
か
ら
１
１
点
へ
、
味

覚
は
９
２
点
か
ら
２
３
点
へ
と

大
幅
に
下
が
っ
た
。
ミ
ン
ト
で

ス
ー
ス
ー
し
た
り
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
で
ひ
り
ひ
り
し
た
り
す
る
化

学
感
覚
も
８
５
点
か
ら
４
７

点
に
低
下
し
た
。

　

嗅
覚
に
関
し
て
は
、
本
来

感
じ
な
い
に
お
い
を
感
じ
る
よ

う
な
変
化
で
は
な
く
、
に
お
い

自
体
を
感
じ
に
く
く
な
る
人

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
鼻
づ
ま

り
の
有
無
と
は
関
係
が
な
か
っ

た
。

　

甘
味
や
う
ま
味
な
ど
５
種

類
の
味
に
つ
い
て
、
ど
れ
を
感

じ
な
く
な
っ
た
か
を
選
択
す

る
質
問
（
複
数
回
答
可
）
で

は
塩
味
が
最
も
高
く
４
６
％

で
、
甘
味
（
４
４
％
）、
苦
味

（
３
９
％
）
と
続
い
た
。

　

今
回
の
分
析
は
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
が
対
象
だ
が
、
風
邪
や

で
案
里
氏
の
公
設
秘
書
立
道

浩
被
告
（
５
４
）
と
克
行
氏

の
政
策
秘
書
高
谷
真
介
被
告

（
４
３
）
を
起
訴
し
た
。

　

捜
査
で
克
行
氏
が
案
里
氏

の
選
挙
運
動
を
仕
切
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
。
こ
れ
ま
で
の
取

材
で
広
島
県
議
や
広
島
市
議
、

県
内
の
首
長
ら
に
１
人
当
た

り
現
金
数
十
万
円
を
渡
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、

検
察
当
局
は
受
領
し
た
側
に
つ

い
て
も
調
べ
を
進
め
て
い
る
。

　

克
行
氏
は
広
島
県
出
身
で

県
議
を
経
て
１
９
９
６
年
に

衆
院
議
員
に
初
当
選
し
、
現

在
７
期
目
。
法
務
副
大
臣
や

首
相
補
佐
官
な
ど
を
務
め
、

昨
年
９
月
に
法
相
に
任
命
さ

れ
た
が
、
案
里
氏
の
公
選
法

違
反
疑
惑
が
発
覚
し
、
翌
月

辞
任
し
た
。

著
名
人
ら
か
ら
抗
議
が
相
次

い
だ
。
野
党
会
派
は
１
２
日

の
内
閣
委
理
事
懇
談
会
に
、

特
例
規
定
を
除
外
す
る
修
正

案
を
示
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
東
京
出
入
国
在

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

学
習
遅
れ
、
複

数
年
で
解
消
も

小
６
中
３
は
優
先
登
校

留
管
理
局
成
田
空
港
支
局

は
１
３
日
、
４
月
２
４
日

か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
大
型

連
休
期
間
中
の
成
田
空
港
の

出
入
国
者
数
が
、
速
報
値
で

前
年
同
期
比
９
９
・
０
％
減

の
約
１
万
２
７
２
０
人
だ
っ

た
と
発
表
し
た
。
同
支
局
の

担
当
者
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
国
内

線
、
国
際
線
が
運
休
し
、
利

用
者
が
激
減
し
た
た
め
」
と

し
て
い
る
。
デ
ー
タ
が
残
る

２
０
０
８
年
以
降
で
過
去
最

低
を
記
録
し
た
。

　

同
支
局
に
よ
る
と
、
期

間
中
に
出
国
し
た
の
は
約

６
６
９
０
人
で
、
う
ち
日
本

人
は
同
９
９
・
８
％
減
の
約

８
５
０
人
。
入
国
し
た
の
は

約
６
０
３
０
人
で
、
日
本
人

は
約
４
６
１
０
人
だ
っ
た
。

ピ
ー
ク
は
出
国
が
４
月
３
０

日
、入
国
は
４
月
２
５
日
だ
っ

た
。

　

成
田
空
港
で
は
近
年
、
国

際
線
の
増
便
な
ど
で
出
入

国
者
数
の
増
加
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
１
９
年
の
同

じ
期
間
の
出
入
国
者
は
約

１
２
６
万
４
千
人
だ
っ
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
呼
吸

器
疾
患
の
人
に
も
対
象
を
広

げ
、
病
気
の
種
類
に
よ
る
嗅

覚
、
味
覚
異
常
の
違
い
を
分

析
す
る
。
特
徴
的
に
感
じ
な

く
な
る
に
お
い
が
あ
る
か
な
ど

も
分
析
す
る
。

　

研
究
に
参
加
し
て
い
る
岡
本

雅
子
東
大
特
任
准
教
授
は「
新

型
コ
ロ
ナ
の
特
徴
的
な
症
状
と

頻
度
を
明
ら
か
に
し
て
、
早

期
発
見
と
感
染
拡
大
防
止
に

つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

調
査
は
継
続
中
で
、
患
者

ら
は
研
究
グ
ル
ー
プ
の
サ
イ
ト

か
ら
回
答
で
き
る
。
ア
ド
レ
ス

は
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｇ
ｃ

ｃ
ｈ
ｅ
ｍ
ｏ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｒ
．

ｏ
ｒ
ｇ
。
日
本
語
に
も
対
応

し
て
い
る
。

９
・
９
、「
雇
用
」
が
７
・
３

ポ
イ
ン
ト
減
の
６
・３
だ
っ
た
。

地
域
別
で
は
、
全
１
２
地
域

で
悪
化
し
た
。

　

各
地
域
か
ら
は
「
４
月
は

営
業
日
が
た
っ
た
の
４
日
間
。

廃
業
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」（
南
関
東
の
衣
料
品
専

門
店
）
な
ど
厳
し
い
声
が
多

く
あ
が
っ
た
。企
業
は「
車
メ
ー

カ
ー
の
製
造
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
関
係
で
、
３
割
程
度
休

業
し
て
い
る
」（
東
海
の
輸
送

用
機
械
器
具
製
造
業
）
な
ど

と
活
動
が
低
調
で
、
感
染
予

防
対
策
の
費
用
が
重
し
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　

雇
用
は
「
新
規
求
人
数
が

前
年
比
で
ほ
ぼ
半
減
」（
近
畿

の
職
業
安
定
所
）
と
急
速
に

環
境
が
悪
化
。
ス
ー
パ
ー
や

家
電
量
販
店
で
は
一
部
で
外

出
自
粛
に
よ
る
「
巣
ご
も
り

需
要
」
も
あ
っ
た
が
、
景
気

を
下
支
え
す
る
効
果
は
限
定

的
と
み
ら
れ
る
。

　

２
、３
カ
月
先
の
見
通
し

を
示
す
先
行
き
判
断
指
数

は
、
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
下
落
の

１
６
・６
と
な
り
、
過
去
最
低

だ
っ
た
。
所
得
減
少
に
よ
る

消
費
の
さ
ら
な
る
冷
え
込
み

を
心
配
す
る
声
な
ど
が
あ
っ

た
。

る
。

　

競
合
候
補
で
自
民
党
現
職

だ
っ
た
溝
手
顕
正
元
国
家
公

安
委
員
長
の
強
固
な
地
盤
を

切
り
崩
す
た
め
、
公
示
前
に

党
本
部
か
ら
案
里
氏
側
に
提

供
さ
れ
た
１
億
５
千
万
円
を

使
い
、
広
範
囲
に
買
収
行
為

を
し
た
疑
い
が
あ
る
と
み
て
い

る
。
案
里
氏
陣
営
の
公
選
法

違
反
事
件
は
、
法
務
行
政
ト
ッ

プ
の
経
験
者
が
刑
事
責
任
を

問
わ
れ
る
事
態
に
発
展
す
る

見
通
し
と
な
り
、
安
倍
政
権
へ

の
打
撃
は
必
至
だ
。

　

河
井
夫
妻
は
広
島
地
検
の

　

１
４
日
に
改
定
す
る
基
本

的
対
処
方
針
の
原
案
も
判
明

し
た
。
解
除
後
の
感
染
急
増

を
防
ぐ
た
め
、
人
と
人
の
距

離
確
保
や
マ
ス
ク
着
用
、
手

洗
い
を
基
本
と
す
る
「
新
し

い
生
活
様
式
」
の
定
着
を
求

め
特
定
警
戒
都
道
府
県
へ
の

人
の
移
動
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー

（
感
染
者
集
団
）
が
発
生
し

た
場
へ
の
外
出
の
自
粛
を
要

請
す
る
。
感
染
状
況
を
継
続

的
に
監
視
し
、
変
化
が
あ
れ

ば
政
府
対
策
本
部
と
情
報
を

共
有
し
て
適
切
な
措
置
を
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

北
海
道
、
埼
玉
、
千
葉
、

東
京
、
神
奈
川
、
京
都
、
大

阪
、
兵
庫
の
８
都
道
府
県
は

宣
言
を
継
続
。
政
府
は
京
都

も
解
除
す
る
検
討
に
入
っ
て

い
た
が
、
大
阪
に
隣
接
す
る

地
域
事
情
な
ど
か
ら
時
期
尚

早
と
判
断
し
た
。

　

宣
言
解
除
の
目
安
は
、

１
４
日
の
専
門
家
会
議
で
確

認
す
る
。
新
規
感
染
者
数
が

十
分
に
減
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
重
視
し
「
過
去
１
週
間

の
新
規
感
染
者
数
が
人
口

１
０
万
人
当
た
り
０
・
５
人

未
満
」
と
の
数
値
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
２
週
間
前
〜
１

週
間
前
ま
で
の
新
規
感
染
者

数
と
、
１
週
間
前
〜
直
近
の

数
を
比
較
し
て
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
も
、
解
除
の
条
件

と
な
る
見
通
し
。

　

解
除
後
に
感
染
者
が
再
び

増
え
る
ケ
ー
ス
に
備
え
、
宣

ル
ス
の
影
響
に
よ
る
休
校
の

長
期
化
で
学
習
の
遅
れ
が
深

刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

文
部
科
学
省
が
学
習
内
容
を

上
級
学
年
に
繰
り
越
し
、
複

数
年
で
遅
れ
を
解
消
す
る
こ

と
を
認
め
る
方
針
を
固
め
た

こ
と
が
１
３
日
、
文
科
省
関

係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

　
【
共
同
】
衆
院
内
閣
委
員

会
は
１
３
日
、
検
察
官
定
年

延
長
を
含
む
国
家
公
務
員
法

改
正
案
の
審
議
を
中
断
し

た
。
野
党
側
が
検
察
幹
部
の

定
年
延
長
特
例
の
要
件
が
不

明
確
だ
と
反
発
し
、
途
中
退

席
。
森
雅
子
法
相
の
出
席
を

求
め
た
。
与
党
は
１
３
日
の

採
決
を
先
送
り
し
た
。
立
憲

民
主
党
な
ど
４
野
党
は
党
首

会
談
を
開
き
、
法
案
か
ら
特

例
規
定
が
除
外
さ
れ
な
け
れ

ば
採
決
を
認
め
な
い
方
針
で

今
週
に
も
全
国
の
都
道
府
県

教
育
委
員
会
な
ど
へ
通
知
す

る
。

　

卒
業
年
次
の
小
６
と
中
３

は
繰
り
越
し
が
困
難
な
た
め
、

優
先
的
に
登
校
さ
せ
る
な
ど

し
て
本
年
度
中
に
遅
れ
を
取

り
戻
す
よ
う
求
め
る
。

　

文
科
省
は
こ
れ
ま
で
、
休

校
で
遅
れ
た
学
習
に
つ
い
て

は
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休

暇
の
縮
小
や
土
曜
登
校
で
補

う
ほ
か
、
家
庭
学
習
に
よ
っ

て
十
分
に
定
着
し
た
と
評
価

で
き
れ
ば
、
学
校
再
開
後
に

同
じ
内
容
の
授
業
を
繰
り
返

す
必
要
は
な
い
と
す
る
考
え

方
を
示
し
て
き
た
。

　
た
だ
、
休
校
が
長
引
く
中
、

再
開
後
の
学
習
が
過
度
に
増

え
れ
ば
、
子
ど
も
や
教
員
ら

へ
の
負
担
が
大
き
い
と
判
断

し
、
さ
ら
に
柔
軟
な
対
応
を

認
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

通
知
で
は
合
わ
せ
て
、
学

校
で
の
「
３
密
」
を
防
ぐ
観

点
か
ら
、
公
民
館
や
図
書
館

と
い
っ
た
校
外
の
施
設
を
教

室
代
わ
り
に
使
う
案
を
示
す
。

空
き
教
室
が
限
ら
れ
る
学
校

で
も
、
座
席
の
距
離
を
お
お

む
ね
１
〜
２
メ
ー
ト
ル
に
す

る
な
ど
の
感
染
防
止
策
を
取

れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

文
科
省
は
学
習
指
導
要
領

で
、
１
学
年
で
学
ぶ
べ
き
内

容
と
標
準
的
な
授
業
時
間
数

を
定
め
て
い
る
。
時
間
数
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
、
や
む
を
得
な
い
と

す
る
見
解
を
、
既
に
教
委
な

ど
に
示
し
て
い
る
。

　

介
護
の
入
所
施
設
に
は
、

寝
た
き
り
と
い
っ
た
、
状
態

が
重
い
高
齢
者
の
生
活
の
場

と
な
っ
て
い
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
、
リ
ハ
ビ
リ
の

た
め
の
介
護
老
人
保
健
施
設

（
老
健
）、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た

施
設
で
感
染
し
た
計
７
０
０

人
の
内
訳
は
入
所
者
４
７
４

人
、
職
員
２
２
６
人
。

　

死
者
が
最
も
多
か
っ
た
の

は
千
葉
県
の
１
９
人
で
、
老

健
施
設
「
あ
き
や
ま
の
郷
」

（
松
戸
市
）
と
「
市
川
ゆ
う

ゆ
う
」（
市
川
市
）
な
ど
で

集
団
感
染
が
起
き
た
。
群
馬

県
の
１
５
人
が
続
き
、
老
人

ホ
ー
ム
「
藤
和
の
苑
」（
伊

勢
崎
市
）
で
死
者
が
発
生
し

た
。

　

入
所
施
設
と
は
別
に
、
介

護
を
受
け
る
た
め
に
自
宅
か

ら
通
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、

一
時
的
に
宿
泊
す
る
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
の
通
所
施
設

で
は
、
利
用
者
１
６
４
人
、

職
員
７
４
人
の
計
２
３
８
人

が
感
染
。
利
用
者
の
う
ち
９

人
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に

関
し
、
課
題
を
複
数
回
答
で

尋
ね
る
と
、
９
割
以
上
の
自

治
体
が
「
マ
ス
ク
や
防
護
服
、

消
毒
液
な
ど
の
物
品
不
足
」

を
挙
げ
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
自
主
休
業
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
を
受
け
、「
訪
問
介

護
な
ど
の
代
替
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
」
や
「
学
校
の
休
業
に

伴
う
人
手
不
足
」
と
の
回
答

も
目
立
っ
た
。

　

調
査
期
間
は
４
月
２
５
〜

３
０
日
で
、
景
気
の
動
き
を

肌
身
で
感
じ
ら
れ
る
企
業
経

営
者
や
ス
ー
パ
ー
店
長
ら
全

国
の
１
７
９
０
人
の
回
答
を

ま
と
め
た
。
４
月
は
９
割
を

超
え
る
人
が
悪
化
の
方
向
を

選
ん
だ
。

　

指
数
を
構
成
す
る
項
目
別

で
は
、「
家
計
」
が
前
月
比
５
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
の
７
・５
、「
企

業
」
が
９
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
の

（５） ２０２０年第５４８７号  ５月 １４日 （木曜日）



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。
月　　  日（日）から　 　月　　 日（土）まで

月日 火 水 木 金 土	 5月 24日
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00	ニュース
15	NHK のど自慢

00	ニュース
05	新・BS 日本のうた
2:35	趣味の園芸	京も一日

陽だまり屋
40	みちたん 5min ～大好

き・東北～
45	うちなーであそぼ
50	BS ニュース
00	PREMIUM	SELECTIONS

00	大相撲	夏場所	「初日～
両国国技館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
05	ミミクリーズ
15	コレナンデ	サンデー
25	基礎英語 0	 ～世界エイ

ゴミッション～
35	E ダンスアカデミー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ダーウィンが来た！

00	大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」	（19）

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル

49	ワールドウェザー
50	世界ふれあい街歩き
10:50	ニュース・気象情報
55	これでわかった！世界

のいま

11:32	ミニ番組
35	サンデースポーツ 2020

12:35	NHK のど自慢	( 再 )

13:20	ミニ番組
25	PREMIUM	SELECTIONS

15:20	BS ニュース
30	将棋フォーカス

00	囲碁フォーカス
30	大相撲	 幕内の全取組	

夏場所
55	趣味の園芸	京も一日陽

だまり屋	( 再 )
00	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」（19）( 再 )

45	さわやか自然百景(再)
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	 おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（41）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	【ドラマ】アシガール(再)
50	プロフェッショ…(再 )
23:35	エール	
42	きょうの料理 (再 )
57	ワールドウェザー

00	ニュース
20	うまいッ！
45	【連続テレビ小説】エー

ル	（41）	( 再 )
00	新日本風土記	( 再 )

00	COOL	JAPAN ～
45	Doki	Doki!NHK	ワールド
50	5 分で「麒麟がくる」
55	名曲アルバム
00	えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	猫のしっぽ	カエルの手
49	ワールドウェザー
50	ピタゴラスイッチミニ
55	大相撲	夏場所	「二日目

～両国国技館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ファミリーヒストリー

8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	逆転人生

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	【土曜時代ドラマ】雲霧

仁左衛門 3
53	ミニ番組
55	みんなのうた	( 再 )
00	サイエンス ZERO

30	ガイロク（街録）

00	あの日	わたしは～証言
記録	東日本大震災～

05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日

(再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	にっぽん百名山
00	猫のしっぽ	カエルの手	

( 再 )
30	大相撲	 幕内の全取組	

夏場所
54	名曲アルバム	( 再 )
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
00	NHK ニュース	 おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（42）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	 ファミリーヒストリー(再)
23:17	 ドキュメント 72 時

間 (再 )
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	BENTO	EXPO
45	【連続テレビ小説】エー

ル	（42）	( 再 )
00	趣味どきっ！
25	NHK 短歌
50	おもてなし	即レス英会

話
00	世界にいいね！つぶや

き英語
25	J-MELO	( 英 )
55	名曲アルバム
00	えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	すくすく子育て
49	ワールドウェザー
50	ピタゴラスイッチミニ
55	大相撲	夏場所	「三日目

～両国国技館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	サラメシ
57	うたコン
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋
30	プロフェッショナル	仕

事の流儀
11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	先人たちの底力	知恵泉

（ちえいず）
58	ミニ番組
00	みんなのうた	( 再 )
05	グレーテルのかまど
30	金曜日のソロたちへ

00	あの日	わたしは～証言
記録	東日本大震災～

05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日	

( 再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	イッピン
00	すくすく子育て	( 再 )

30	大相撲	 幕内の全取組	
夏場所

54	名曲アルバム	( 再 )
00	おかあさんとい…(再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（43）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	うたコン	( 再 )
50	歴史秘話ヒストリア(再)
23:35	みちたん 5min ～
40	うちなーであそぼ
48	視点 ･論点

00	ニュース
20	中井精也の鉄道写真旅
35	ミニ番組
45	エール	（43）	( 再 )
00	趣味どきっ！
25	NHK 俳句
50	おもてなし	即レス英会

話
00	テレビで中国語
25	Asia	Insight	( 二 )

55	名曲アルバム
00	えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	ウワサの保護者会
44	楽ラクワンポイント介護
49	ワールドウェザー
50	ピタゴラスイッチミニ
55	大相撲	夏場所	「四日目

～両国国技館」	( 二 )
00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )

8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋
30	歴史秘話ヒストリア

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020

12:10	ワールドウェザー
15	又吉直樹のヘウレー

カ！
00	ふらっとあの街	旅ラン

10 キロ
30	ふるカフェ系	ハルさん

の休日
00	あの日	わたしは～証言

記録	東日本大震災～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日	

( 再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ダーウィンが来た！(再)
00	ウワサの保護者会	(再)
24	楽ラクワンポイント介

護	( 再 )
30	大相撲	幕内の全取…
54	名曲アルバム	( 再 )
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（44）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報

23:17	演芸図鑑
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	サラメシ	( 再 )
45	【連続テレビ小説】エー

ル	（44）	( 再 )
00	趣味どきっ！
25	趣味の園芸
50	おもてなし	即レス英会

話
00	旅するスペイン語
25	Journeys	 in	 Japan	

( 二 )
55	名曲アルバム
00	えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	Core	Kyoto	( 二 )
48	ワールドウェザー
50	ピタゴラスイッチミニ
55	大相撲	夏場所	「五日目

～両国国技館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	所さん！大変ですよ
57	ネーミングバラエティー	

日本人のおなまえっ！
8:45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋
30	世界はほしいモノにあ

ふれてる
11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	【プレミアムドラマ】70

才、初めて産みます <
終 >（8）

13:05	5分で「麒麟がくる」(再)
10	あしたも晴れ！人生レ

シピ
55	みんなのうた	( 再 )
00	あの日	わたしは～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	BENTO	EXPO	( 再 )
48	Doki	Doki	!…( 再 )
53	ミニ番組
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日	

( 再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ニッポンぶらり鉄道旅
00	Core	Kyoto	(二)	(再)
28	ミニ番組
30	大相撲	幕内の全取…

54	名曲アルバム	( 再 )
00	おかあさんとい…(再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（45）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ネーミングバラ…(再 )
50	70 才、初めて産みます

～	< 終 >（8）	( 再 )
23:40	5分「麒麟がくる」	(再)
48	チコちゃんに叱…(再 )

00	ニュース
20	きじまりゅうた…(再 )
38	趣味の園芸	( 再 )
45	エール	（45）	( 再 )
00	チョイス＠病気になっ

たとき	( 再 )
45	エール	( 再 )
50	おもてなし	即レス英会話
00	旅するフランス語
25	T r a i l s	 t o	 O i s h i i	

Tokyo	( 二 )
55	名曲アルバム
00	えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	ふるカフェ系	ハルさん

の休日	( 再 )
50	ピタゴラスイッチミニ
55	大相撲	夏場所	「六日目

～両国国技館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	首都圏情報	ネタドリ！
57	チコちゃんに叱られる！
8:42	ミニ番組
45	ガールズクラフト
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	【ドラマ】アシガール

45	ドキュメント 72 時間
11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020

12:10	ワールドウェザー
15	にっぽん縦断	こころ旅	

とうちゃこ
13:13	ミニ番組
15	新日本風土記

14:15	 チョイス＠病気に
なったとき

00	ニュースきょう一日	
( 再 )

15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	美の壺

16:30	 大相撲	 幕内の全取
組	夏場所

54	名曲アルバム	( 再 )
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
00	NHK ニュース	おはよう

日本

19:59	ワールドウェザー
00	【連続テレビ小説】エー

ル	「第 9週」
15	チコちゃんに叱られ

る！	( 再 )
00	週刊まるわかりニュース
30	【土曜ドラマ】路（ル

ウ）～台湾エクスプレ
ス	（2）	( 再 )

22:20	NHKスペシャル	(再)

23:10	ブラタモリ	( 再 )

57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	バラエティー生活笑百科
40	浮世絵 EDO-LIFE
45	エール	「第 9週」	( 再 )
00	ニュース
05	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」（19）( 再 )
50	PREMIUM	SELECTIONS

3:50	BS ニュース
00	大相撲	夏場所	「七日目

～両国国技館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
05	おかあさんといっしょ
30	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！
55	ノージーのひらめき工

房	ミニ
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ブラタモリ

8:15	 有吉のお金発見	 突
撃！カネオくん

45	ニュース・気象情報
00	【土曜ドラマ】路（ルウ）

～台湾エクスプレス	 <
終 >（3）

50	チコちゃんに叱られ
る！チコっとだけスペ
シャル

00	浮世絵 EDO-LIFE	( 再 )
05	Doki	Doki	!	NHK…(再)
58	ミニ番組
00	SONGS
30	【よるドラ】

00	ニュース・気象情報
05	シブヤノオト
35	ミニ番組
40	今夜も生でさだまさし

14:10	サタデースポーツ

30	BS ニュース
40	日本の話芸

15:10	にっぽんの芸能

16:05	 中井精也の鉄道写真
旅「黒部峡谷鉄道」(再 )

20	ミニ番組
23	ミニ番組
28	ミニ番組
30	大相撲	 幕内の全取組	

夏場所
55	ミニ番組
00	おかあさんとい…(再 )
24	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29	ノージーのひらめき工房
44	デザインあ
59	ワールドウェザー
00	ニュース
10	目撃！にっぽん
45	N スペ 5min.
50	テレビ体操
00	おはよう日本
45	さわやか自然百景
59	ワールドウェザー
00	小さな旅
25	サラメシ	( 再 )
53	ミニ番組
57	気象情報
00	日曜討論

00	ニュース・気象情報
05	明日へ	つなげよう
55	みんなのうた
00	ザ少年倶楽部

59	ワールドウェザー

☆番組の内容は 4面に記載
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